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消
費
者
の
利
益
を
守
る

5月は消費者月間です

４
月
１
日
か
ら
消
費
者
契
約
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
者
契
約
法
は
、
消
費
者
と
事
業
者
と
の
あ
い
だ
で
結
ぶ
、

す
べ
て
の
契
約
（
労
働
契
約
を
除
く
）
を
対
象
と
し
た
新
し
い
法

律
で
す
。

消
費
者
に
と
っ
て
は
利
益
を
守
る
強
い
味
方
に
な
り
ま
す
が
、

自
己
責
任
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
契
約
内
容
を
十
分
に
確
認
し

た
う
え
で
契
約
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
消
費
生
活
課
電
話
3
6
6
・
7
3
2
9

「
契

約

」

と

聞

い
て

何

を

思

い

浮

か

べ
ま

す

か

？

不

動

産

の
売

買

契

約

や
万

一

の

事

故

・
災

害

に

備

え

た

保

険

契

約

な

ど

は

、

す

ぐ

頭

に

浮

か

ぶ

と

思

い
ま

す

が
、

電

車

に

乗

っ

た

り

荷

物

を

送

っ
た

り

す

る
運

送

契

約

や

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
買
う
と
き
の
売
買

契

約
な
ど

、

特

に

契

約

書

を

交

わ

さ
な
く
て
も
す
べ
て
契
約
と
い
い
、

口
約
莱
で
も
「
契
約
」
は
成
り
立

っ
て

い
ま

す

。

し

か

し

、

消

費
者

は
事

業

者

に

比

べ
、

契

約

に

つ

い

て

の

知

識

や契約するときは慎重に

情

報
、
そ
し

て
交
渉
力
に
大
き
な

差

が
あ
り
、
と
て
も
「
対
等

」
と
は

言
え
ま
せ

ん
。
こ

れ
ま
で
は
、
民

法

や
個
別

の
法
律
、
自
主
規
制
だ

け
で
対
応
し

て

い
ま
し
た

が
、
す

べ
て
を

ま
か
な
う

こ
と
は
で
き
ま

せ

ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
消

費
者

と
事
業

者
が
「
対
等
」
で
は
な

い

こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
た
う
え

で
、
消

費
者
の
た
め
の
新
し

い
ル

ー
ル
を
設
け

る
こ
と

が
必
要

と
な

り

、
「
消
費

者
契

約
法

」

が
出

来

ま
し

た
。

消

費
者
契
約
法
に
よ
り
次

の
よ

う

な
契

約
は
取
り
消
す
こ
と

が
で

き
ま
す

。

①
不
実
の
行
為
：
事
実
と
異
な
る

こ

と
を
い

っ
て
契

約
を
し
た
場
合

販売 時の説明 が

ウソだ った

《

具
体

的

な

事

例

》

そ
の
事
実
は
な
い
の
に
、
「
今
使

つ
で
い
る
ア
ナ
ロ
グ
回
線
の

電
話

機
は
、
来
月
か
ら
使
え
な
く
な
る

の

で
、
デ
ジ
タ
ル

回
線
の

電
話
機

に

替
え

な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
」
と

説
明
さ
れ
、
契
約
を
し
た

。

②
断

定
的
判
断
の
提
供
…
受
け
取

る
金
額

な
ど
、
将
来
ど
う
な
る
か

わ
か
ら
な
い
不
確
実
な
事
項
に
つ

い

て
、
断
定
的
な
こ
と
を
言
っ
て

契

約
を
し
た
場
合

絶対にもうかるって

聞いたのに

《

具
体

的

な

事

例

》

営
業
マ
ン
に
雷
話
で
勧
誘
さ
れ
、

「
こ
の

外

国
債
は

絶
対
に

も

う
か

り

ま
す

。
円
高
に
は
当
分
な
ら
な

い

の
で

確
実
で
す

」
と

言
わ
れ
契

約
を
し

た
が
、
す
ぐ
に
円
高
に
な

り

大
損
を
し

た
。

②
不

利

益
事
実
の
不
告
知
・：
有
利

な
点
ば
か
り
を
強
調
し

、
不
利
に

な
る
事
実
を
わ
ざ
と
言
わ
な
い
で

契

約
を
し
た
場
合

都合の悪いことは

教えてくれなかった

《
具

体
的

な
事

例

》

皮
膚
の
か
ぶ
れ
等
が
生
じ

る
お

そ

れ
の
あ
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い

る
と

知
リ
な
が
ら

、
そ
の
説
明
を

わ
ざ
と
し
な
い
で
、「
こ
の

ク
リ

ー

ム
を
使
え
ば
し
み
・
そ
ば
か
す
が

き
れ
い
に
消
え
ま
す
よ
」
と

説
明

さ
れ
化
粧
品
を
買
わ
さ
れ
た
。

④
不
退
去
：
自
宅
や
職
場
に
居
座

っ
て

、「
帰
っ
て
」
と
伝

え
た
の
に

帰
っ
て
く

れ
ず

、
仕

方
な
し
に
契

約
を
し
た
場
合

契約しないと

帰ってくれなかった

｛

具

体

的

な

事

例
｝

子
ど

も
の

数
材

を
販
売
に
来
た

セ
ー
ル

ス
マ
ン

を
自
宅
に
上
げ
た

と
こ
ろ

、
し
つ
こ

く
勧
誘
す

る
の

で
「
用
事
が
お
る
の
で
帰
っ
て
欲

し
い
」
と

頼
ん
だ

が
、
帰

っ
て

も

ら
え

ず
仕

方
な

く
契

約
を

し
た

。

⑤
退

去
妨
害
…
契
約
の
勧
誘
場
所

か
ら
、「
帰

り
た
い
」
と
伝
え
て
い

る
の

に
帰
ら
せ

て
も
ら
え
ず

、
仕

方
な
し
に
契

約
を
し

た
場

合契 約 し な い と ・

帰らせてもらえなかった

く ら し の セ ミ ナ ー 受 講 者 募 集

薬 の基礎知 識 と選び方

～誤 った飲 み方し てい ません か～

消費生活センターでは､ 身近な消費者問

題をテーマに「くらしのセミナー」を開

催します。

《
具

体
的

な

事

例

》

絵
画
の
展
示
会
場
で
長
時
間
勧

め
ら
れ

、「
帰
り
た
い

」
と
言

っ
た

の

に
帰
ら
せ
て
も
ら
え

ず
、
仕

方

な
く
契
約
を
し
た
。

消
費
者

の
利
益
を

一
方

的
に
害

す
る
契
約
条
項
は
無
効
で
す

。

「

い
か
な
る
場

合
で

も
、
一
切
の
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
」
「
い
か
な
る
場

合
で

も
、
交

換

・
返

金
に
は
応

じ

ま
せ
ん
」
な
ど
と
、
事
業

者
の
責

任
を
一
方
的
に
免

除
す
る
条
項

は

無
効
と
さ

れ
ま
す

。

ま
た
、
不
当

に
高

い
キ
ャ
ン
セ

ル
料
や
損
害
金
を
請
求
す
る
事
項
、

消

費
者

が
一
方

的
に
不

利
に
な

る

契
約
の
条
項
を
無
効
と
な
り
ま
す
。

ク

ー

リ

ン

グ

ー
オ

フ
と

ど

こ

が

違

う

ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
は
訪
問
販

売
な
ど
で
契
約
し
た
場
合
に
、
八

日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
解

約
で
き
る
制
度
で
す
。

消
費
者
契
約
法
は
事
業
者
の
勧

誘
方
法
に
問
題
が
あ
っ
て
、
困
惑

し
た
り
、
勘
違
い
し
て
契
約
し
た

と
気
が
つ
い
た
と
き
か
ら
六
ヵ
月

の
間
は
取
り
消
し
が
で
き
ま
す
。

契
約
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
電
話
3
6
5
・
6
5
6
5
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時…5月14 日(月)午前10 時～正午

会場…京葉ガスF松戸第2ピル5 階会議室

内容…薬の飲み方・副作用・有効期限ほか

講師…薬事アドバイザー･ 石井富佐恵氏

定員…先着30 人

費用…無料

※保育あり〔要予約(5月10日木まで)。2歳

以上の未就学児、おやつ代200 円〕

申5月７日(月)午前8時30分から､電話で消費

生活課電話366―7329へ

松 戸 市 ウ オ ー･ク ラ リ ー 大 会

兼第18回全国一斉ウォークラリー大会
５ ／２ ０ 日(日)

日　時…5月20日(日)〔雨天決行〕午前10時から

コース…下表のとおリ

定　員…各コースワ5組(1 グループ3 ～5 人)

費　用…1人300 円( 当日受け付けで)

申５月15日火までに､直接スポーツ課・柿ノ木台

公園体育館・常盤平体育館・小金原体育館の各窓

口で、または往復ハガギにチーム代表者氏名 一年

齢・住所・電話番号・コース番号( 第2希望まで)

・参加者全員の氏名・年齢を記入して、〒271ｰ

0064 松戸市上本郷4434　 松戸運動公園内スポ

ーツ課(電話363-9241)へ

昨
年
の
大
会
か
ら

◆

シ
テ
ィ

ー
・

コニズ番号・コース名 ，距 離 スター

ト

ゴール

①松戸 宿・寺社散策 3.0 Km

松戸駅
伊勢丹松戸

店前広場
②森と みどりの公園 3.1 Km

③やなぎ・春雨・水の道 3.0 Km

ウォークラリーは、「カー（自動車）

ラリー」からヒントを得て、考えられ

た新しい野外ゲームです。

交差点や分岐点だけを記載したコー

ス図（コマ図）を用い、途中に設定さ

れたチェックポイントと観察ゾーンで

出された課題を解決しながら、未知の

コースを一定の時間内に歩きます。勝

敗のみを競うスポーツではなく、歩く

ことを通しての健康づくり、グループ

とのコミュニケーションを図ることが

できます。

ミ
ニ
コ

ン

サ

ー

ド
◆

５
月
1
6
日
水
午
後
0
時
1
5
分
～
0
時
4
5
分
　
会
場
市
役
所
一
階
連

絡
通
路
　
出
演
古
川
仁
美
（
フ
ル
ー
ト
）
、
島
内
亜
津
子
（
ピ
ア
ノ
）

曲
目

「
歌

の
翼
」
に

よ
る

フ

ァ
ン

タ
ジ
ー
（
ス
テ
ィ

ッ

ク

メ
ス
ト

）

ほ
か
を
演
奏
　

費

用
無
料

※
生
の
演
奏
を
お
子

さ
ん
と
ご
一
緒
に
気
軽
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
電
話
3
6
6
・
7
4
6
2

人口464,69

1人[ｰ491]

男234,357

人[-228]

234,357人［- 228］は

230,334人 ［-  263 ］前

183,382世帯［+ 415 ］

口

男

女

帯

人
　
　
　

世

②

③

公文書公開制度

平成12年度実施状況の公表

公文書公開制度の見直し

「松戸市総合計画」第1次実施

計画の見直し

「IT 講習」受講者を募集

④

⑤

⑦⑥
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公
文
書
・
公
開
制
度

平
成
1
2年
度
実
施
状
況
の
公
表

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
参
加
を
よ
り
一
層
進
め
、
開
か
れ
た
ク
リ

ス
タ
ル
な
市
政
の
実
現
を
め
ざ
し
た
公
文
書
公
開
制
度
の
平
成
１２

年
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
総
務
企
画
本
部
総
務
課
電
話
3
6
6
・
7
3
0
5

請

求

・
申

し

出

文

書

件

数

は

百

三

十

六

件

平
成
1
2年

度
中

の
開
示

請
求

・

申
し
出

の
文
書
件

数
は
、
百
三

十

六
件
と
な
り

ま
し

た
。
平

成
７
年

度
に
こ

の
制
度

が
開
始
さ
れ
て
以

来
、
最
を

多
い
請

求
件

数
で
し

た
。

実
施
機
関
別

の
開
示

決
定
の
状

況
は
、
左
表

の
と

お
り

で
す
。
市

長
交
際
費
な

ど
の
文
書
が
開

不
さ

れ
、
文
書
不
存
在

な
ど
を
除
ぐ
開

示
率
は
九
八
・
二
％
で
し
た
（
１

部
開
示
を
含
む
）
。

異議申し立ての状況

平成12 年度実施機関別開示請求・申し出状況

異議申し立て件数 10件

審査会への諮問件数 10件

審査会の答申件数 1ｲ牛

審査会で審査中の件数 9ｲ牛

実施機関の決定件数 1件

実 施 機 関 計

決 定内 容

開示
一部
開示

非 開

示

文書不

存在

開

小

請

求

市長
件

79

件

18

件

45
件

２
件

７
件

７
市長交際費、マンション建設、公共用地の取得に関

する文書など

教育委員会 25 ４
１５

０ １ ５
教育委員会会議録、教職員の出張、学校管理の金銭
出納に関する文書など

消防長 １ ０ １ ０ ０ ０ 不動産鑑定書

議会 16
１１

４ ０ １ ０ 常任委員会会議録、特別委員会会議録

監査委員 ６ ０ ６ ０ ０ ０ 監査請求に係る会議録、会議資料など

合計 127 33 71 ２ ９ 12

開

小申
し

出

市長
７

２ ３ ０ ０ ２ 区画整理事業、業務委託状況に関する文書など

教育委員会 ２ １ １ ０ ０ ０ 児童生徒の検診業務委託に関する文書など

合計 ９ ３ ４ ０ ０ ２

な

お
、
非
関

不
等
の
決
定
に
対

し

開
示
請

求
者
か
ら
、
十
件

の
異

議
申
し
立
て
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち

の
一
件
に
つ

い
て

は
、
公

文
書
公

開
審
査
会
の
答
申

が
出

さ

れ
、

一
部
開
示

さ
れ
ま
し
た

。

開示請求＝条例で開示請求権が認められている人からの請求 （市内在住・在勤・在学の人など）

開示申し出＝開示請求権のない上記以外の人 からの申し 出（市外の人など）

開

示

請

求

の

受

け

付

け

は

。

行

政

資

料

セ

ン

タ

ー

ヘ

開
示

請
求
の
受
け
付
け

や
相

談

は
、
市

役
所
別
館
一
階
行
政
資
料

セ
ン
タ
ー
内
「
公
文
書
公

開
コ

ー

ナ
ー
」

で
行
っ
て

い
ま
す

。

ま
た
、
行
政
資
料
セ
ン

タ
ー
で

は
、
各
種

の
統
計
書
、
調
査

報
告

書
、
計
画

書
な
ど
、
行
政

に
関

す

る
刊

行
物
や
資
料
を
取
り

そ
ろ
え

て
い
ま
す
。
一
部
に

つ
い
て
は
有

償
頒

布
も
し
て

い
ま
す

の
で
、
ぜ

ひ

ご
利
用

く
だ
さ

い
。

児

童
手
当
の
所
得
制
限

額
が
平

成
1
3年

６
月
分

の
手
当

か
ら
下

表

の
と
お
り
緩
和
さ
れ
す
。

い
ま
ま
で
、
所
得

超
過

に
よ
り

児

童
手
当
を
受
給
す

る
こ

と
が
で

き
な
か
っ
た
人
も
支
給
対
象
ど
な

る
可

能
性

が
あ
り
ま
す

の
で
、
下

記
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
申
請

し
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
児
童
手
当

は
申
請
し
た

翌
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
対
象
ど

な
り
ま
す

の
で
、
５
月
中

に
申
請

す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

要
件
①
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
②
前
年
の

所
得
が
所
得
制
限
額
未
満
の
人
③

そ
の
他
、
児
童
手
当

法
に
定
め
ら

れ
た
支
給
要
件
に
該
当
す

る
人

問
児
童
福
祉
課
給
付
係
電
話
3
6
6
・
７

私道の舗装(新設･ 補修)側溝敷設･ 手すり設置を援助
(単位 千円)児 童 手 当 所 得 制 限 限 度表

○対象となる私道①幅員が原則として4メー

トル以上②両端または一端が公道に接して

いる③築造から5 年以上経過している④5世

帯以上の住居が隣接している⑤工事に支障

となる物件がない⑥則溝敷設については､公

道等の排水施設に接続が可能なこと、以上

の条件をすべて満たしていること

○工事の申請者私道敷地の所有者等の総意

に基づき一切の権限を委任された人、また

は私道敷地等の管理について組合等が設立

されている場合はその長

○受付期間5月７日月～31日木

○工事内容舗装工事はアスファルト舗装ま

たはコンクリート舗装、側溝工事はＵ字溝

(フタ付きを含む)、Ｌ型溝または可変側溝 、

手すリエ事はステンレス手すり

○地元負担見込額左表のとおりですが、現

場の状況により変更する場合があります。

問建設総務課業務係電話366-7357

工 事別 地元負 担額一 覧

工事種別 工
法

両端が公道に

接する道路

一端が公道に

接する道路

アスファルト

舗装新設工事

Ａ 1,310円／㎡ 1,840円/㎡

Ｂ 2,310円／㎡ 3,230円／㎡

アスファルト
舗装補修

工事
(オ一バーレイ)

Ａ 800円／㎡ 1,120円／㎡

Ｂ 930円／㎡ 1,310円／㎡

コンクリート

舗装新設工事
Ａ 4,620円／㎡ 6,460円／㎡

U字溝敷設工事
(フタなし)

Ａ 4,４１０円／ｍ 6,17O円／ｍ

U字溝敷設工事

(フタ付き)

Ａ 8,550円／ｍ 11,980円/m

Ｂ

Ｃ

9,100円／ｍ

９,710円／ｍ

12,750円/m

13,590円/m

L字溝敷設工事 Ａ 4,060円／ｍ 5,690円／ｍ

可変側溝敷設工事 Ａ

Ａ
現地設計による

手すリエ事

扶養親族

等の数

平 成 １ ２ 年 度 平 成 １ ３ 年 度

国民年金加入者

・年金未加入者

厚生年金等の加

入者

国民年金加入者

・年金末加入者 ’

厚生年金等の加

入者

所得額 収入額 所得額 収入額 所得額 収入額 所得額 収入額

O人 １,780 2,800 3,690 5,288 3,090 4,538 4,680 6,525

1人 2,160 3,3４

３

4,070 ５,763 3,470 5,013 5,060 6,956

2人 2,540 3,850 4,450 6,238 3,850 5,488 5,440 7,378
３人 2,920 4,325 4,830 6,700 4,230 5,963 5,820 7,800

4人 3,300 4,800 5,210 ７,122 4,610 6,438 6,200 8,222

※工法の選定は､ 道路形態によって異なり ます。

※所得額については､ 諸控除がある場合がありますので､ お問い合わせく ださ い。

よ

い

歯

の

コ

ン

ク

ー

ル
（

高

齢

者

・

母

と

子

）
参

加

者

を

募

集

対

象

：

①

高

齢

者

＝
４

月

１

日

現

在

八
十

歳
以

上

（
大

正
1
0
年

４

月

１
日

以

剛
に

生
ま

れ
た

人

）

で

、
自

分

の

歯

（
か

ぶ
せ

た

歯

、

さ
し

歯
可

）

が

二

十

本

以

上

あ

る
人

②

母

と

子

＝
平

成

１９
一
年

４

月

１

日

か

ら
平

成
1
3
年

３

月
3
1

日

ま

で

の

問

に

三

歳

児

歯

科

健

康

診

査

を
受

診

し

た

幼

児

と

そ

の
母

親

で

歯

が

健
康

な

人

受
付
日
時
…
５
月
3
1
日
困
午
後

２

時

～

２

時
3
0
分

会

場
：

中

央

保

健

福

祉

セ

ン

タ

定

員

…

先

着

①

三

十

人

②

母

子

二

十

組

※
優
勝
者
は
県
の
コ
ン
ク
ー
ル

に

参

加
し

て

い
た

だ
き

ま

す

。

申
５
月
８
日
火
か
ら
、
電
話
で

保
健
福
祉
課
保
健
係
電
話
3
6
6
・
7

4
8
6

へ

住み慣 れたまちで安心して暮 らし続けるために！

福 祉 公 社 の 会 員 を 募 集 し ま す

福祉公社は、高齢者や障害を持つ人が必要とする家事援助などの在宅福祉サ

ービスを地域の人たちの参加と協力により有償で提供しています。この制度は

サービスを提供する協力会員と、サービスを利用する利用会員、事業に賛同す

る賛助会員から成り立っています。

〔利用会員〕高齢や障害により、日常生活のなかで手助けを必要とする人(世

帯)で、福祉公社がサービスの必要性を認めた人(世帯)

〔協力会員〕ボランティア意識をお持ちの市内在住・在勤の20 歳以上で健康な

人。資格はいりませんが、会員登録時に｢基礎研修｣(下表)を受けていただき

ます( 無料)。

〔賛助会員〕福祉公社の事業に賛同していただける個人・団体 一企業などの人

圃電話で財松戸市福祉公社事業係電話368-2941へ

平成13 年度　基礎研修予定　　　　　　　室内図

コース 曜日 期　間 時　間

Ａ 水濱日 5/23 ・30 、6/6 ・13 ・20 午前9 時～正 午

Ｂ 火曜日 9/18 ・ 25、10/2 ・9 ・16 午後1時～4時

Ｃ 木曜日
平成14 年

1/10 ・ 17 ・ 24 ・ 31、2/7
午前9 時～正 午

歯
を
大
切
に

歯

丈

夫

、

胃

丈

夫

、

大

丈

夫

健

康

で

明

る

い

未

来

の

た

め

に

そ
の
八
十
五
　
再

び
八
〇
二
〇
運
動
に
つ
い
て

会場福祉公社　定員各コース先着50 人

平

成
元

年
に
厚
生
省
（
当
時
）

の
成
人
歯
科
保
険
対
策
検
討

会

に
よ
っ
て
、
八
十
歳
ま

で
自

分

の
歯
を
二
十
本
以
上
残
そ
う
と

い
う
「
八
〇
二
〇

運
動
」
が
提

唱

さ
れ
て
か
ら
、
行
政

や
歯
科

医
師
会
そ
し
て
地
域
住
民

に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

が
展
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

世
界
的
に
比
較
し
て
み

る
と
、

ま
だ
ま
だ
日
本

の
虫
歯

は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ

の
数
年

虫
歯
の
減
少
、
軽

症
化

の
傾
向

は
、
は

っ
き
り
と
し

て
き
て

い

ま
す
。
ま
た
、
近
年

の
抜
歯
数

は
予
想
以
上
に
減
少
し
て
お
り
、

無
歯
顎
者
の
割
合

で
み

た
我
が

国

の
口
腔
保
健
状
況

の
改

善
は

著
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な

が
ら

、
十
年

間
に

抜
歯
に

い
た
る
数
に
つ
い
て
は
、

四
十
歳
代
で
は
三

・
一
本
、
五

十
歳
代
で
は
五

・
八
本

、
六
十

歳
代
で
は
六

・
五
本
と

五
十
歳

を
過

ぎ
る
と
十
年
間
に
平

均
十

本
と

い
う
、
患
者

さ
ん
が
新
し

い
義
歯
に
な
じ
む
こ
と

す
ら
困

難
な
ほ
ど
、
急
激

な
速

さ
で
歯

の
喪
失

が
進

ん
で

い
る
と

い
う

の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
ら
高
年
齢
に

な
っ
て
か

ら
の
歯

の
喪
失
で

は
、

多
く
の

原
因
は
虫
歯

で
は

な
く

歯
周
病

に
よ

る

も
の

で
す

。
こ
こ

で

、

問
題
を
歯
周
病
に

限
っ
て
言
え

ば
、
一
部
の
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル

ー

プ
を
除
ぐ
大
部

分
の
人

に
と

っ
て
歯

の
喪
失
に

結
び
つ
か
な

い
よ
う
に
歯
周
疾
患
を

コ
ン
ト

ロ

ー
ル
す

る
こ
と

は
、
実
際
そ

う
困
難
な
こ
と
で

は
あ
り

ま
せ

ん
。
一
般
に

プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）

は
完
全
に
除
去
で
き
な
ぐ
て
も
、

一
定
量
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す

る

こ
と
で
年
齢
相
応

の
健
康
な
歯

周
組
織
を
維

持
す

る
こ
と

が
可

能
だ
か
ら
で
す
。

歯
を
で
き

る
限
り

保
存
す

る

と

い
う
治
療
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
、

医
療
供
給
側

、
受

給
側
と
も
に

一

般
的

に
な

っ
て

い
ま
す

が
、

歯

の
喪
失
原
因

に
な
る
疾
患
を

予
防

、

コ
ン

ト

ロ
ー

ル
す

る
、

あ

る
い
は
健
康
保

持
増
進
に

つ

な

が
る
保
健

、
医

療
を
行

つ
こ

と
は
、
我

が
国

の
現
在
の
歯
科

医
療
経
済
論
理
か
ら
成
り
立
っ

て

い
な

い
の

が
現
状
で
す

。

た
と
え

ば
中
等

度
か
ら
高
度

な
歯
周
疾
患

の
コ

ン
ト

ロ
ー
ル

の
た
め
に
は

、
比

較
的
短

い
間

隔
（
二
～
三
ヵ
月
に
一
度
）
で

歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
内

の
細
菌
叢
を

破
壊
洗
浄

（
Ｐ
Ｍ

Ｔ
Ｃ
～

プ
ロ

フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
メ
カ
ニ

カ
ル

テ
ィ

ー
ス
ク
リ

ー
ニ
ン

グ
）
し

続
け

る
こ
と

が
効

果
的
だ
と

い

う

こ

と

は
分

か

っ
て

い
て

も
、

現
在

の
歯
科

健
康

保
険
医
療

シ

ス
テ

ム
の
中

で
は
、
人
工

透
析

の
よ
う
に
長
期

に
わ
た

っ
て

歯

周
病
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
継

続

す

る
こ
と

は
ほ
ぼ
不
可

能
な
状

況
に
な

っ
て

い
ま
す

。

「
八
〇
二
〇
」
を
目

標
と
す

る
な
ら

ば
、

全
国

民
個

々
人

に

対
す

る
口
腔

保
健
管
理
は
必
須

で
あ

る
と
思

わ
れ
ま
す

が
、
そ

の
た
め
に

は
歯
科

医
療
経
済

シ

ス
テ

ム
の
再

構
築
が
切
に
望
ま

れ

る
と
こ

ろ
で
す

。

（
松

戸

歯

科

医

師
会

）
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よ
り
開
か
れ
た
市
政
へ

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
連
携
し
、
公
正
か
つ
民
主
的
な
市
政

を
推
進
す
る
う
え
で
、
情
報
公
開
は
不
可
欠
な
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
平
成
７
年
４
月
に
公
文
書
公
開
条
例
を
施
行

し
、
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
運
用
実
績
を
踏
ま
え
、
市
の
公
文
書
公
開
審
査
会
で

は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
情
報
公
開
制
度
を
確

立
す
る
た
め
、
昨
年
５
月
か
ら
制
度
見
直
し
の
検
討
を
重
ね
、
こ

の
た
び
、
最
終
の
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
で
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
、
条
例
改
正
の
準
備
を
進

め
ま
す
。

問
総
務
企
画
本
部
総
務
課
電
話
3
6
6
・
7
3
0
5

公
文
書
公
開
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
提
言
（
概
要
）

第
一
章
　
情
報
公
開
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方

①

新

た

な

条

例

の

理

念

と

目

的

情

報
公

開

制

度

は

、

地

方

自

治

の

本

旨

に

則

し

た

、

住

民

自

治

の

実

現

に
資

す

る

た

め

、

主

権

者

で

あ

る

市

民

が
、

行

政

の
保

有

す

る

情

報

を

知

る

た

め

の
具

体

的
な

権

利

を

保

障

す

る

制

度

で

あ

る
。

こ

う

し

た
市

民

の

「
知

る
権

利

」

に

対

し

、
市

は

そ

の
活

動

を

市

民

に

「
説

明

す

る
責

務
」
を

負

っ
て

い

る

。

こ

れ

ら

を

制

度

の
理

念

、

目

的

と

し
て
認
識
し
、
情
報
公
開
が
推
進

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
原
則
公
開
の
徹
底

市
が
保
有
す
る
情
報
は
原
則
公

開
と
す
る
こ
と
が
条
例
の
基
本
精

神
で
あ
り
、
例
外
的
に
非
公
開
と

す
る
場
合
は
、
具
体
的
か
つ
客
観

的
な
理
由
が
あ
る
も
の
な
ど
に
限

定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い

て
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的

人
権
と
し
て
、
最
大
限
に
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
利
用
者
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
く
、
使
い
や
す
い
制
度

情
報
公
開
制
度
は
、
広
く
市
民

に
利
用
さ
れ
て
こ
そ
、
本
来
の
効

果
を
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

利
用
す
る
市
民
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
く
、
使
い
や
す
い
制
度
と
す

る
必
要
が
あ
る
。

⑤
救
済
制
度
の
充
実

開
示
等
の
決
定
に
対
す
る
異
議

申
し
立
て
の
迅
速
か
つ
適
正
な
審

査
を
進
め
る
た
め
、
公
文
書
公
開

審
査
会
の
調
査
権
限
を
明
確
に
す

る
と
と

も
に

、
迅
速
な
処
理
の
た

め

の
工
夫
を
す

る
必
要

が
あ
る
。

⑥

情

報
公

開

の

総
合

的

な

推

進

市

が
説
明
責
任

を
果
た
し

て

い

く
た
め
に

は
、
市

が
積
極
的
に
多

く

の
情
報
を
市
民

に
提
供
、
公

表

し
て

い
く
こ

と
が
必
要

で
あ
る
。

こ

の
た

め
の
情
報
提
供
の
推
進
に

つ

い
て
の
市
の
責

務
を
明
確
に
し

、

情
報
公

開
の
総
合

的
な
推
進
に
努

め

る
必
要

が
あ
る
。

第
二
章

制
度
の
見
直
し
に

向
け
て
の
提
言

１

条

例

の

名

称

条

例

の
名

称

を

「
松

戸
市

情

報

公

開

条

例

」

に
変

更

す

る

こ

と

が

適

当

で

あ

る

。

２

条

例

の

理

念

お

よ

び

目

的

「
知

る
権

利

」
、
「
説

明

す

る

責

務

」

に

つ

い

て

、

条

例

の

理

念

を

目

的

に

明

記

す

べ

き

で

あ

る

。

３

対

象

公

文

書

対

象

公

文

書

の
範

囲

に

電

磁

的

記

録

を

含

め

る

べ

き

で

あ

る

。

ま

た

、

決

裁

、

供

覧

等

の
手

続

き

が

終

了

し

た

も

の
と

の
要

件

を

廃

止

し

、
「
宗
施

機

関

の
職

員

が
組

織

的

に

用

い

る
も

の
と

し

て

実

施

機

関

が
保

有

し

て

い

る

も

の

」

と

す

べ

き

で

あ

る
。

４

利

用

者

の

責

務

利

用

者

の
適

正

使

用

の

規

定

に

加

え

、

利

用

者

に

は
適

正

な

請

求

を

行

う

べ
き

責

務

が

あ

る

こ

と

を

明

記

す

る
こ

と

が
適

当

で

あ

る

。

５

請

求

権

者

の

範

囲

請

求

権

者

の

範

囲

を

拡

大

し

、

「
何

人

も

」

と

す

べ

き

で

あ

る

。

６

開

示

請

求

の

方

法

フ

ァ

ク

シ
ミ

リ

、
電

子

メ

ー
ル

に

よ

る

開

示

請

求

に

つ

い
て

も

認

め

ら

れ

る

こ

と

が
望

ま

し

く

、

実

施
可

能
な
範
囲
で
適
切
な
方
法
を

検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

７

非

開

示

情
報

巾
開

示

・
非

開

示

の

枠
組
み

現

行
条

例
の
「
非
開
示

情
報

が

記
載

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
開
示

し
な

い
こ

と
が
で
き
る
」
旨
の
規

定
を
、「
非
開
示

情
報
が
記
録
さ
れ

て
い
る
と

き
を

除
き
、
開
示
し

な

け

れ
ば
な
ら
な

い
」

旨
の
規
定
に

変

史
す

べ
き
で
あ
る
。

②
法

令

秘

情
報

現
行
条
例
の
規
定
に
、「
実
施
機

関

が
法
律

若
し

く
は
こ

れ
に
基

づ

く
政
令
に

よ
り

従
う

義
務
を
有

す

る
国

等
の
機
関
の
指
示
に
よ
り
、
公

に

す

る
こ

と

が
で

き
な

い
情
報
」

を
加
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

③
個
人
情
報

個
人
情

報
の
規
定

の
仕
方
に

つ

い
て

は
、
現
行

条
例
の
「
個
人

識

別
型
」

の
規
定

を
維

持
す
る
こ

と

が
適
当
で

あ
る
。
ま
た
、
例
外

と

し
て
開
示
す
る
た
だ
し
書
の
規
定

に
つ
い
て
は
、
非
開
示
の
範
囲
が

広
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
限
定

し
、
公
務

員
の
職
務
の
遂
行
に
関

す

る
情

報
に
つ
い
て
も
、
開
示

す

る
旨

の
規
定
を
設
け

る
こ

と
が
適

当
で

あ
る
。

④
法
人
情
報

現
行
条

例
の
規
定

は
、
基
本

的

に
維
持
す

る
こ

と
と
し

、
た
だ
し

書
に

つ
い
て
は

、「
人
の
生
命
、
健

康
、
生
活
又

は
財
産

を
保
護
す

る

た
め
、
公
に
す

る
こ

と
が
必
要

と

認
め
ら
れ

る
情

報
」

に
ま
と
め
る

こ
と

が
適
当
で

あ
る
。
ま
た
、
公

に
し
な

い
と
の
条
件

で
任

意
に
提

出
さ

れ
た

「
任

意
提
供
情
報
」

に

つ
い
て
は
、
非

開
示

と
す

る
場

合

の
条
件
を
付
し

、
よ
り

限
定
し

た

規
定
を
設
け

る
こ
と

が
適

当
で
あ

る
。

⑤
公
共
の
安
全
と
秩
序
維
持
情

報
基
本
的
に
現
行

の
規
定

ど
お
り

と
す

る
。

⑥
審
議
・
検
討
・
協
議
情
報

（
意
思

形

成

過

程
情

報

）

意
思
形

成
の
過
程
に

お
け

る
情

報
は
、
広
く
公

に
さ
れ

る
必
要

性

が
高
く

、
非

開
示

と
す

る
場

合
を

極
力

限
定
す

る
こ
と

が
重
要

で
あ

る
。
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず

る
支

障
の
内

容
を
具
体
的
に
記
述

し
、
支
障
が
具
体
的
か
つ
客
観
的

に
生
ず
る
場
合
に
限
定

さ
れ
る
規

定

と
す

る
こ

と
が
適
当
で
あ

る
。

⑦

事
務

事

業

執

行

情

報

（

行

政

執

行
過

程

情

報
）

非
開
示

と
す

る
情
報

の
範

囲
を

よ
り
明
確
に
す

る
た

め
、
公

に
す

る
こ
と
に
よ
り
適
正
な

遂
行

に
支

障
を
及

ぼ
す
事
務
事
業

を
可

能
な

限
り
類
型
化
し
、
当
該

事
務

事
業

の
性
質

に
応
じ
た
支
障

を
具
体
的

に
明
記
す
る
な
ど
し
、
非
開
示
と

す
る
場
合
の
要
件

が
具

体
的
か
つ

限
定
的
と
な

る
よ
う
規
定
す

る
こ

と
が
適
当
で
あ

る
。

⑧
国
等
協
力
関
係
情
報
及
び
合

議

制
機

関

等

情

報

こ
れ
ら
の
規
定

は
、
削

除
す
べ

き
で
あ

る
。

８

決
定

手

続

等

①
決

定
期

間

開
示

決
定

の
期
間

は
、
請
求
の

あ

っ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算

し
て

十
四

日
以

内
と

す

べ
き
で

あ

る
。

②
開
示

の

方

法

電
磁
的
記
録

の
開
示

方
法
に
つ

い
て
は
、
情
報
処
理
技

術
の
進
展

を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
請
求
者
の

利
便
に
で
き

る
限
り
配

慮
す
べ
き

で
あ
る

。

③
費
用
負
担

閲
覧

等
の
手
数
料
に

つ
い
て
は
、

現
行
ど
お
り
徴
収
し
な
い
こ
と
と

し
、
写
し

の
作
成

に
要

す
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
で
き
ふ
限
り
利
用

し
や
す

い
金
額
と

な
る
よ
う

努
力

す

べ
き
で
あ

る
。

９

情

報
公

開

の

総
合

的

な

推

進

市
の
保
有
す

る
情
報
が
適
時
か

つ
適
切
な
方
法

で
広
く

市
民
一
般

に
明
ら

か
に

さ
れ
る
よ
う

、
情
報

の
公

表

お
よ

び
情

報
の
提
供
に
関

す

る
制
度

の
充
実

を
図
り

、
情
報

公

開
の
総
合
的
な

椎
進
に
努

め
る

べ
き
で
あ
る
。

1
0附

属

機

関

等

の
会

議

の
公

開

附
属
機
関
等
の
会
議
を
原

則
と

し
て
公

開
す

る
旨
を
条

例
に
明
記

す
べ
き
で
あ

る
。

1
1出
資

法

人

等

の
情

報
公

開

市
の
出
資
法
人
等

は
、
条
例
の

趣
旨
に
の

っ
と
り

、
自

ら
情
報
公

開
に
努
め

る
べ
き
旨

の
規
定
を
設

け
る
と
と
も
に
、
実
施
機

関
は
、
そ

の
情
報
公
開

が
促
進

さ
れ
る
よ
う

必
要
な
措
置
を
講

ず
る
べ
き
旨
の

規
定
を
設
け

る
べ
き
で

あ
る
。

1
2文

書

管
理

情
報
公
開
制
度

が
適
正

に
運
用

さ
れ
る
た
め
に

は
、
文

書
管
理
が

極

め
て
重

要

で
あ

る
こ
と

か

ら
、

実
施
機
関
は
、
公
文

書
を
適
正

に

管
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
旨
の

責
務

が
あ

る
こ
と

を
明

記
す
べ
き

で
あ
る

。

第
三
章
　
制
度
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
て

１

市

民
へ

の

周

知

こ
の
制
度

が
、
公
正

か
つ
透
明

な
開
か

れ
た
市
政

を
実

現
す

る
た

め

の
中
核

の
制

度
と
し

て
、
広
く

市
民
に
利
用

さ
れ
、
定
着
す

る
よ

う
努
め

る
べ
き
で

あ
る
。

２

職

員

意
識

の

向
上

職
員

の
情
報
公

開
に
対
す

る
意

識
向
上
を
図
り
、

職
員

一
人
ひ
と

り

が
条

例

の
趣
旨

に
則
し

、
「
説

明
責
任
」
を
全
う
す
る
よ
う
努
め

る
べ
き

で
あ
る
。

条

例

改

正

の

予

定

時

期

等

市
で
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
、
本

年
度
中
に
公

文
書
公

開
条
例

の
改

正
を
行

い
ま

す
。

こ

の
提
言

の
全
文

は
、
市

役
所

別
館
一

階
行

政
資
料
セ
ン

タ
ー
お

よ
び
各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

市

の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
（
一
面

右
上

参
昭
）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ

の
提
言
お
よ
び
情
報

公

開
制

度
の
内
容

に
つ

い
て
は
お

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

厚

生

年

金

・

国

民

年

金

積

立

金

還

元

融

資

で

市

立

病

院

の

医

療

器

械

を

整

備

平
成
1
2
年
度
病
院
整
備
事
業
と

し
て
行
わ

れ
た
医
療
器

械
整
備
事

業
は
、「
厚
生
年

金
・
国
民
年
金
積

立
金
還
元
融
資
」

に
よ
り
行

い
ま

し
た

。

問
市
立
病
院
企
画
管
理
室
電
話
3
6
3
・

２
１
７
１
内
線
２
４
２
１

危

険

な

動

物

の

飼

養

及

び

保

管

に

関

す

る

許

可

に

つ

い
て

「
危
険

な
動

物
の
飼
養
及
び
保

管
に

関
す

る
条

例
」
が
改
正

さ
れ
、

ラ
イ
オ
ン
・
ク
マ
等
に
加
え
４
月

１
日

か
ら

新
た
に
、
ナ
ミ

ヘ
ビ

ー

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
等

の
動
物
が
許
可

対
象
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

こ

れ
ら
の
動

物
を
飼

っ
て

い
る
人

は
、
６
月
2
9
日
金
ま
で
に
保
健
所

に
許
可
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

許
可

を
受

け

な
か

っ
た
場

合

は
、

懲
役

や
罰

金
な
ど
罰

則
の
対
象
と

な
り

ま
す

。
申
請
の
必
要

な
動
物

の
種

類
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問

い

合
せ
く
だ

さ
い
。

問
松
戸
保
健
所
生
活
衛
生
課
電
話
3
6
1

・
２
１
２
１
、
県
衛
生
指
導
課
電
話

0
4
3
・
2
2
3
・
２
６
４
６

学

童

災

害

共

済

に

加

入

を

申
込
期
限
５
月
1
8
金
掛
け

金
年
百
円
　

共
済
期
間
４
月
１
日

～
平

成
1
4年
３
月
3
1日
　

見

舞
金

小
中

学
校
の
児

童

・
生
徒

が
学
梳

（
学
校
の
管
理
下
）
以
外
で
け
が
を

し

た
場
合
、
負
傷
の
程
度
に
応
じ

て
最
低

一
万
円

か
ら
見
舞
金
を
支

給
し

ま
す
（
た
だ
し
、
交
通

事
故
、

自

転
車
に
乗

車

甲
の
事
故
、
風
水

害
、

震
災
な
ど
の
非
常
災
害
に
よ

る
事
故

を
除
き
ま
す
）
。

申
し

込
み
方

法
①
市

立
小

中
学
校

児
童

・
生

徒
は
各
学
校
で

②
市

内

在

住
で
私
立
小
中

学
校
に
通
学
し

て
い
る
児

童

・
生
徒
は
直
接
教
育

委

員
会

保
健
体

育
課
へ
申
し
込
ん

で
く

だ
さ

い
。

問
保
健
体
育
課
電
話
3
6
6
・
7
4
5
9

少

年

セ

ン

タ

ー

運

営

協

議

会

を

開

催

５
月
1
4
日
月
午
前
1
0
時
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階

会
議
室
’

傍

聴
定
員

先
着
五
人

※
議
題
等
は

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

問
こ
ど
も
課
少
年
セ
ン
タ
ー
電
話
3
6
6

・
７
４
６
４

松

戸

市

緑

推

進

委

員

会

を

開

催
５
月
８
日
火
午
後
２
時
か
ら

会
場
議
会
棟
二
階
第
三
禾
各
貝
会
室

傍
聴
店
員
先
着
十
人

※
議
題
は
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

申
当
日
午
後
１
時
3
0
分
か
ら
会
場

で問
み
ど
り
と
花
の
課
保
全
係
電
話
3
6
6

・
７
３
７
８

赤

十

字

事

業

資

金

に

ご

協

力

を
５
月

・
６
月

は
赤
十
字
運
動
月

間
で
す

。
赤

十
字

で
は
、
災
害
救

護

や
献
血

・
医
療
活

動
な
ど
の
た

め
に
、
事
業

資
金
の
ご
協
力
を
お

願

い
し
て

い
ま
す

。
町

会
役
員

・

赤

十
字
奉

仕
団

員

の
皆

さ
ん

が
、

お
伺

い
し
ま
す

の
で
、
運
動
の
趣

旨
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
ご
理

解

い
た

だ
き
、
ご
支

援
い
た
だ
け

る
よ
う

お
願

い
し

ま
す

。

問
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
松

戸
市
地
区
（
福
祉
事
務
所
内
）
電
話

3
6
6
・
7
3
4
9

再

生

自

転

車

を

販

売

５
月
1
2
日
土
～
1
5
日
火
午
前
1
0

時
～

午
後
３
時

会
場
生
き

が
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
販
売
台
数
二
十

台

（
売
り
切

れ
次

第
終
了
）
　

価

格
六
千
円
～

一
万
円

（
消
費
税
込

み
、
防
犯

登
録
付

き
）

交
通
五
香
駅
東
口

か
ら

新

京
成

バ
ス
で

栄
町
入
口
」
下

車

問
社
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
電
話
3
8
4
・
3
1
9
1
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総
合

計
画
策
定
当

時
か
ら
「
実

施
計
画
は

、
計
画
期
間
中

に
お

い
て

計
画
の
適
切

な
執

行
を
期

す
る
た
め

、
進
行
管
理
を
行

う
と

と
も
に
中
間
年
次

に
適
宜
見
直

す
」
と
あ

り
ま
す
。
計
画
策
定

か

ら
今
日

ま
で
の
間

、
松
戸
市
の
財
政

状
況

も
厳

し
さ
を
増
し

、
税

収

等
に
つ

い
て

も
好
転
の
兆
し

が
見
え
て
こ

な

い
中
で

、
国

と
地

方

の
役

割
分
担

を
見

直
す
た

め
の
制

度
改

革
で

あ
る
地
方

分
権

、

高
齢
化

社
会
に
対

応
し

た
介

護
保
険

制
度
の

創
設

な
ど
に

よ
り

、

地

方
自
治
体
の

あ
り
方
や
取

り
巻
く
環
境

は
大

き
く
変
化

し
て

い

ま
す
。

こ
の
よ
う

な
状
況
下
、
昨
年

４
月

か
ら
施
行
し
て

い
る
本

部
制

の
も
と

、
現
況

に
即
し
た
事
業

計
画
に
す

る
た
め
、
第

一
次

五
か

年
計

画
事
業
を
見

直
し
ま
し

た
。

※
見
直
し
後
の
「
（
改

訂
版

）
第
一
次
実
施
計
画
」
は
お
近
く
の
支

所
・
図

書
館
本
館

お
よ
び
分
館
・
市
役

所
別
館
の
行
政

資
料
セ

ン
タ
ー
で
　

ご
覧
く
だ
さ

い
。

昌

総
務
企

画
本
部
企

画
管
理

室
計
画

担
当

惡
一
・
7
3
1
1

見
直
し

の

視
点

一
、
す
べ
て
の
事
業
を
体
系
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
目
的
の
再

確
認
を
行
う
。

二
、
制
度
改
革
（
介
護
保
険
の
導

入
お
よ
び
地
方
分
権
に
よ
る
補
助

制
度
の
廃
止
等
）
が
当
初
計
画
と

現
況
の
乖
離
の
理
由
で
あ
る
場

合
、
見
直
し
に
よ
り
そ
の
対
応
を

図
る
。

三
、
計
画
策
定
当
時
に
比
べ
て
、

I
Ｔ
講
習
（
文
化
ホ
ー
ル
会
場
で
）

需
要
の
変
化

が
生
じ

て
い
る
も
の

に
つ

い
て

は
、
手
段

の
見

直
し
を

行
う
。

四
、
財
政
状
況
を

鑑
み
、
新
た
な

財
政
見
通
し

の
中

で
計
画

を
見

直

す
。以

上
四

つ
の
視

点
を

も

っ
て
、

第
一
次
五
か
年
計
画
事
業
を
見
直

し
ま
し

た
。

実
施
計
画
事
業
を
管
理

す
る
各
本

部
が
、
二
百
七

十
の
当
初
計
画
事
業
を
次

の
と
お
り
分
類
し
ま
し
た
。

①
新
規
事
業

②
継
続
事
業

③
見
直
し
事
業
（
事
業
の
手

段
・
量
の
見
直
し
）

④
終
了
事
業

⑤
先
送
り
事
業

⑧
凍
結
事
業

結
果
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

新

規
事
業

当
初
目
的
の
達
成
の
た
め

に
実
施
計
画
事
業
を
組
み
替

え
た
も
の
、
お
よ
び
行
政
需

要
が
大
き
く
、
か
つ
第
二
次

実
施
計
画
に
お
け
る
着
手
で

は
時
機
を
逸
す
る
事
業
と
し

て
、
新
規
に
十
事
業
を
計
画

事
業
と
し
ま
し
た

①

第

二
次

実

施

計

画
策

定

事

業

前
期
基
本
計
画
を
推

進
す

る
た

め
、
市
民

の
行
政
需
要
を

把
握
し
、

第
二
次
実
施
計
画
を
策
定
す

る
。

②

教

育
委

員

会

ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ

開

設
事

業

教
育
に
関
す

る
市
民

の
さ
ま
ざ

ま
な
要
望

や
意

向
を
迅
速
か
つ
的

確
に
把
握
し

、
教
育

付
政
に
反

映

さ
せ

る
た
め
、
Ｉ

Ｔ
時
代
に
対
応

し
た
広

報
・
公

聴
機

能
充
実
の
一

環
と
し

て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
本

格
的
に
開
設
す

る
。

③
情

報

通

信

技
術

普

及

推

進

事

業

市
民

の
Ｉ

Ｔ
格

差

の
是
正

と

、

Ｉ

Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

（
情
報
を
活
用

千円単 位 ：事業費と事業件数
別　表

当初計画
増減

平成10年度 22,173,626 22,173,626 ０

平成11年度 24,137,295 24,137,295 ０

平成12年度 24,507,244 245,507,244 ０

平成13年度 24,588,617 13,987,640 ▲10,600,977

平成14年度 2ﾜ,681,722 15,556,177 ▲12,125,545

総事業費 123,088,504 100,361,982 ▲22,726,522

総事業数 207件 280件 10件

新規･ 継続 見直し 終了 ●先送り 凍結

10件 99件 118 件 22件 17件 14件

す
る
能
力
）
の
確
率
に
向
け
た
支

援
を
図
る
た
め
。
情
報
技
術
や
通

信
技
術
の
習
得
を
推
進
す
る
。

④
市
立
高
校
情
報
教
育
基
盤
整

備
事
業

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
や
ソ
フ
ト

の
整
備
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
略
・
車

立
高
校

内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
高
速
回
線
の
設
置
に
よ
り

情
報
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
情
報
教
育
の

充
実

を
図

る
。
ま
た
、

市

民
を

対
象

と
す

る

パ
ソ
コ

ン
講

習
を

実

施
す

る
。

⑤
シ

ル
バ

ー
交
流

セ

ン

タ

ー
調
査

研
究

事

業

シ

ル

バ
ー
人
材

セ

ン

タ
ー
や
社

会

福
祉

協
議
会

で
実

施
し

て

い

る
事
業

の
効

果
的

な
運

営
を
図

り

、
就

業
誘
導
の
一
元
的
支

援

を

行

う

。

ま

た

、

地
域
ニ
ー
ズ
の
集
積

・
発

信

や
情
報

通
信

技
術

へ

の
対
応

も
視

野
に
入
れ
た
元
気
な

高
齢
者
へ
の

情

報

・

学
習

・
交

流

の

場

と

し

て
、
ジ
ル
バ
ー
・
父
流
セ
ン
タ
ー
の

実

現

に
向

け

て

調

査

研

究

を

行

⑥
北
山
会
館
施
設
整
備
調
査
研

究
事

業

市
民

の
葬
儀

施
設

で
あ
る
北
山

会
館

の
大

規
模

改
修

に

つ

い
て

、

建
て
替
え

も
視

野
に
入

れ
て
調
査

研

究
す

る
。

⑦
松
戸

市

教
育

改

革

市

民

懇

話

会

設
置

事

業

市
民
と

の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ

プ

の
も
と
に
、
今

後
の
教
育
行
政
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立

す
る
た
め
、
懇

話

会
を
設
置
す

る
。

先
送
り
事
業

当

初

計

画
の
実

施
時

期
が

何

ら
か
の
影
響
に
よ
り
遅

れ
、

計

画

期
間
内

に
実

施
で

き
な

い
事
業

①

保
育
シ
ス
テ
ム
の
変
更
事
業
（
保

育
所
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の
導
入

）

②

緩
和

ケ
ア
病
棟

の
開
設

事
業

③
知
的
障
害
者
入
所

更
生
施
設
建

設
補
助
事
業

①
松
戸
駅
南
部
地
区

再
開
発
事
業昔な がらの情緒 の残る斉藤邸

⑧

（
仮

称

）
斎

藤

邸

活

用
事

業

茅
葺
き
屋
根
の
民
家
と
庭
園
を

活
用
し
、
伝

統
文
化

の
継
承
と
新

た

な
文
化

の
創
出

を
図

る
た

め
、

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
整
備
す
る
。

⑨
分

譲

マ
ン

シ

ョ

ン

調
査

事

業

分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
問
題
点
な

ど
を

把
握

す
る
た
め
、
マ
ン
シ

ョ

ン
管
理
組
合

に
対
し

ア
ン

ケ
ー
ト

調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
市
民

へ

の
相
談
窓

口
を

設
置
す
る
。

⑩
事

務

事

業

評
価

シ

ス
テ

ム

を

定

着

化

さ

せ

る
事

業

市
民

の
視
点

に
立

っ
た
行
政
を

執
行
す

る
た
め
、
費
用
対
効
果

の

観
点

か
ら
目

的
や
成
果

の
明
確

化

を
図

る
事

業
評
価
を
実
施
す

る
。

⑤
小
金
原
地
区
再
開
発
事
業

一

土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
推

⑦業⑥進
（
紙
敷

金
楠
台

土
地
区
画

整
理

事
業
）

⑧
（
千

駄
堀

第
二

土
地
区
画

整
理

事
業
）

⑨
（
矢

切
地
区
都
市
整

備
事
業
）

■

都

市

計
画

道

路

整
備

事
業

当
初
計
画
の
実
施
時
期
が

何
ら
か
の
問
題
に
よ
り
、
実

施
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
現

状
に
お
い
て
問
題
等
が
解
決

さ
れ
る
ま
で
事
業
を
凍
結
す

る
事
業

①
市
民

意
識
調
査

事
業

②
水
族
自
然
史
館
建
設
要
請
事
業

③

博
物
館

教
育
普
及
事

業

④
理
工
系
展
示
開
催
事
業

⑤
市
立
高
校
の
学
科
等
の
新
設
事

業⑥
矢

切
の
里

構
想
策
定

事
業

⑩
（
江
戸
川
左
岸
道
路
）

⑩
（
３
・
４
・
1
1
号
岩
瀬
七
右
衛

門
新
田
線
）

（
出
作
地
区
土

地
区
画
整
理
事
　

⑩

（
３

・
４

・
3
5号
和
名
ヶ

谷
紙

敷
線
）

⑩

マ
イ
ス

タ
ー
制
度

創
設
事

業

⑩
農
作
業
受
委
託
促
進

事
業

⑩
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業

⑩
全
所
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

⑥
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業

、
凍
結
事
業

⑦

馬
橋
駅
東
口

地
区
再

開
発
事
業

■

土

地

区

画

整

理
事

業

等

の

推

進⑧

（
千
駄
堀
第
一
土
地
区
画
整
理

事
業
）

⑨

（
新
松
戸
駅
東
口

都
市

整
備

事

業
）

⑩
（
根
木
内
地
区
都
市
整
備
事
業
）

■
排

水

路

整

備

事
業

⑨
（
馬
橋

弁
天
排
水

整
備

事
業

）

⑩
（
南
花
島
排
水
整
備
事
業
）

⑩
準
用
河
川
神
明

掘
改

修
事
業

⑩
野
菜

・
花
き
・
果
実
生

産
確
立

事
業

総 合 計 画 は 、「基 本 構 想 」「基 本 計 画 」

「実 施 計 画 」 に よ り 構 成 さ れて い ま す

ll 基本構想

「基本構想」は 、将来の本市の発展方向を展望し 、21 世

紀に向けて行政が推進すべき基本的方向を明記してあるも

ので、その期間は平成10 年度から平成32 年度までの23 年間

となっています。

口 基本計画

「基本計画」は 、基本構想の実現のために必要な施策を

分野ごとの体系に整理したものです。

基本計画 （前期分）の期間は 、平成10 年度から平成22 年

度までの13 年間となっています。

口 実施計画

第一次実施計画は、平成10年度からの5か年間で行う計画

です。これは 、基本計画に掲げられた施策を個別事業にま

とめ、財政的な裏付けをもたせた 、短期的な事業計画です。

今回この計画を中間年次（平成12年度）で見直しました。



往復ハガキ応募要領

広報ま つど2001 年(平成13年)5月5日

※
第

一
期
募

集

の
際
に

は
、
電

話
が
か
か
り

に
く
く
、
ご
迷

惑
を

お
か
け
し

ま
し

た
の

で
、
今

回
か

ら
申
し

込
み
方
法

を
変
更

さ

せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

受

講
費
用
…

テ

キ
ス
ト

代
と
し

て
八
百
円

結

果
の
通

知
・
：
受

講

の

可
否

は
通
知
し
ま

す
。

②パソコン教習所八柱校（各

定員10人）
所在…日暮1の16の15

時　 間 曜日 コ ース番 号 ／実 施日

午前9時

～正午

水
5 6/6･ 13･20･27

６7/4･11・18･25

土
７6/2･9・16･23

87/7･14・21･28

午後3時

～6時

火
9 6/5･ 12・19･26

1O7/3･10･17･24

日
116/3･10・17･24

12ﾜ/8･15･22･29

③ケンＯＡスクール

(各定員20人)
所在…本町1の12

時間 曜日 コース番号／実施日

午前10眄

～午後１

時
火

～金

※は
月

～木

13 6/5･6･7･8

14 6/12･ 13･ 14･ 15

15 6/19･20･21 ･22

16 6/26･27･28･29

177/3･4･5･6

18/10･ 1 1 ･ 12･ 13

197/16･17･18･19※

20 6/5･6･7･8

21 6/12･13･14・15

22 6/19･20･21 ･22

23 6/26･27･28･29

247/3･４・5･6

257/10･ 1 1 ･ 12･ 13

267/16･17･18･19※

午後2時

30分～

5時30 分

午前10時

～午後5

時30 分

土
277/7･14

28 7/21 ･28

日
29 6/10-17

30 6/24､7/1

対
象
・：
県
内

在

住
の
二

十
歳
以

上

の
人
で

パ
ソ
コ
ン

の
初
心

者

申
し
込
み
方
法
・
：
５
月
1
5
日
火

〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ

に
応

募
要

領

の
と
お
り

に
記

入

し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
一

人
一
通

の
み
）
。

※
希

望
者

多
数

の
場

合

は
、
抽

選

と
な
り

ま
す

。

「
Ｉ

Ｔ

講

習
」

の
第
二

期

、
６

月

か

ら

７

月

開

催

分

の
受

講

者

を

募

集

し

ま

す

。

問
総
務
企
画
本
部
総
務
課
Ｉ
Ｔ

講
習
担
当
電
話
3
6
6
・
1
9
6
0
（
５

月
2
5
日
金
ま
で
）
3
6
6
・
7
4
0

1
（
５
月
2
8
日
月
以
降
）

④文化ホール（各定員20人）

時　間 曜日 コ¬ス番号／実施日

午前10時

30分～

午後O時

30分

火
19  6/5･ 12･ 19･26. 7/3･10

207/17･24・31､8/7・14・21

水
21 6/6･13･20･27､7/4･11

227/18･25､8/1 ・8･15･22

木
236/7･14・21・28 7/5･12

247/19･26､8/2･9･ 16･23

金
25 6/8・ 15･22･29､7/6･13

267/20･27､8/3 ･ 10･17･24

午後1時

30～

5時45分

火

276/5･12･19

28 6/26､7/3･10

297/17･24･31

水

30 6/6 ･ 13 ･ 20

31 6/2７、７/４・11

327/18･25､8/1

木

33 6/7･14･21

346/28､7/5･12

357/19･26､8/2

金

36 6/8・15･22

37 6/29､7/6･13

387/20･27､8/3

午前10時

30分～

午後5時

45分

土

39 6/9･ 16

40 6/23･30

417/7･14

42  7/21･28

日

∠43 6/10･17

44 6/24､7/1

457/8･15

467/22･29

⑤市立松戸高校（各定員20人）

時　閲 曜日 コース番号／実施日

午前9時～正午 日
4 6/10･ 17･24､7/1

57/29､8/5･12･19

午後1時～4時

土
6 6/9･ 16･23･30

ワワ/28､8/4･11・18

日
8 6/10･ 17･24､7/1

97/29､8/5･12･19

⑥女性センター（各定員5人）

時　間 曜日| ⊃サス番号/ 実施日

午後2時～5時
7/3･5･10･12★

午後6時～9時

⑦TOP パソコンスクール新松戸校

(各定員20人)

所在…新松戸3の125
時。問 儺日 コース番号／実施日……

午前10時

～正午

月 6 6/25､7/2･9･ 16･23･30

火 76/26､7/3･10･17･24･31

午後2時

～4時

月 8 6/25､7/2･9・16･23・30

火 9 6/26､7/3･10･17･24･31

午後5時

～7時
水 10 6/6･ 13･20･27､7/4･11

★印には保育があります。要予約（2歳～末就

申し込み時に保育の有無をお伝えださい。

「I丁講習」第1期募集分応募状況

会場別
会場 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 平均

倍率 5.1 19.0 3.3 4.4 7.3 29.4 16.0 6.0

曜日別
曜日 月 火 水 木 金 土 日 月～金連続 平均

倍率 20.1 10.7 8.2 4.2 3.1 4.4 4.2 3.3 6.0

時間別
時間帯 午前 午後 夜間 6時間連続 平均

倍率
10.6 4.5 1.5 5.1 6.0

森のホール２１チケットガイド

問森のホール21チケットセンター電話384-3331　http:///www.intership.ne.jp/~bmh21

期日 内　容 会場 開演時間 料金

6/ 2(土)3日
ジャズラｉ ン松戸2001

2日=菊地雅章、日野皓正ほか

３日=鈴木重子､木住野佳子､大坂昌彦、

TOKU、川嶋哲郎ほか

２日=小ホール

３日=大ホール

小ホール

2日=午後5

時30分

3日=午後1

時

全席自由　6,000円

(3日のみ=5,000円)

ぴあ

6/10(日
よみがえる「活動大写真」～弁士と生演

奏付き　「チャップリンの消防夫」ほか
小ホール 午後2時

全席自由2,000 円ほか

ぴあ･ローソン

6/17( 日)森の室内楽　～ドイツ音楽の系譜 小ホール
午後2時

☆

全席自由2,000 円ほか

ぴあ・ローソン

6/30（土)
松竹大歌舞伎「雨の五郎」「双蝶々曲

輪日記　引窓」ほか
大ホール

午後2時

☆

1階席5,000円ほか

ぴあ・ローソン

7/ 7土 綾戸智絵コンサート 大ホール
午後６時

☆

全席指定5,000 円

ぴあ・ローソン

8/ 5(日)
ジョン・マクラフリン（ギター）＆

ザキール・フセイン（タブラ）
大ホール

午後６時

☆

全席指定5,000 円

ぴあ・ローソン

※会場は、いずれも森のホール21 です。

※☆印には、託児サービス（有料・予約制）があります。詳細はお問い合わせください。

松
戸
市
根
本
三
八
七
の
五

松

戸
市
役

所

ア
イ

ー
シ
テ
ィ
ま
つ
ど

Ｉ
Ｔ
講
習

担
当

行

何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い

第1 希望　 会 場

コース番号

第2 希望　 会場

コース番号

※保育の有無

〒27 △-△△△△

住所 ・氏名・年齢 ・

電話 番号

松
戸
市
０
０
△
丁
目
口
番

地

の
◇

○

○

太

郎
　

様

①森のホール21（各定員20人）
時間 曜日、 コース番号／実施日

午前9時

30分～

午後○時

30分

火 35 6/19､7/3・10･17

水 36 6/20､7/4･11・18

木 3７6/21､７/5･12･19★

金 38  6/22, 7/6･13･20

土
39 6/23･30､７/７　１4★

４0 7/21･28､8/４・１★

日 ４１　6/24､7/1･8･15
４２　7/22･29､8/5･12

午後1時

30分～

5時45分

火
４3 6/5･12･19

４4 7/3･ 10･1７

水
45 6/6 ･ 13 ･ 20

４６　７/４・11・18

木
４７6/７･1４･21

４8７/5･12･19

金
49  6/8･15･22

50 7/6 ･ 13 1 20

午後1時

30分～

７時45分

土
５１6/9･16 52 6/23･30

53７/７・４54７/21･28

日
55 6/10･1７と56 6/2４､７/1

5７７/8･15 58７/22･29

午後６時

30分～

9時30分

火 59 6/1９ 7/3･10･1７

水 60 6/20､７/4･11･18

木 61 6/21,7/5･12・１９

金 62 6/22､7/6･13･20

21世紀の森と広場　パークセ
ンター催し物

行事名 日　 時 講　師 対象／定員･ 費用 ）

園芸教室「アサガオの

品種と育て方」

5/19土午後I時

30分～3時

みどりの相談員・渡

辺靈吉郎氏
40人 無料

自然にタッチ！「自然

の中の宝物さがし」

5/26土午後1時

30分～3時30 分

自然解説員・首藤美

恵子氏、村中孝司氏

小学生とその

保護者/30 人
無料

森のクラフト教室

｢オリジナル籐のフレー

ムに木の実をアレンジ｣

5/27(1日)午後1時

30分～3時30 分

ネイチャークラフト

デザイナー・山中琴

江氏

30人
1,500円

(材料費)

自然観察会「初夏の昆

虫観察会」

6/2土午後2時～

3時30分

プロナチユラリスト

・佐々木洋氏
30人 無料

園芸教室「家庭菜園一

夏の手入れ」

6/30日〉午後1 時30

分～3 時

みどりの相談員・小

林喜代次氏
40人 無料

園芸教室「観葉植物の

生育環境と管理」

6/9土午後1時30

分～3時

みどりの相談員・青

島尚祐氏
40人 無料

みどりの講習会「ラベ

ンダーを楽しむ暮らし」

6/10(日)午後I時

30 分～3 時30 分

ハープ研究家・桐原

春子氏
60人 無料

申電話でパークセンター電話345―8900へ（先着順）

おはなしキャラバン
松戸では8時になったらおはなしタイム

期　日 会 場 時　閧 ,プログラム

5/ 9水 図書館本館 15:30～16:00 紙芝居「かっぱのすもう」ぼか

10木 馬橋東市民センター １５:00～16:00アニメーション・人形劇

11金 明市民センター １５:00～16:00アニメーション・人形劇

1水 図書館小金分館 １５：00～15:30紙芝居「かつぱのすもう」ほか

17木 和名ケ谷スポーツセンター 15:00～16：00アニメーション・人形劇

18金 八柱市民センター 15:00～16:00 アニメーション・人形劇

23水 図書館本館 15:30～16:00 紙芝居「かつぱのすもう」ぽか

24(木 松飛台市民センター １５:00～16:00アニメーション・人形劇

2金 馬橋市民センター １５：00～16:00アニメーション・人形劇

30水

常盤平児童福祉館 10：30～11:00絵本

アートスポットまつど

(ｲ尹勢丹松戸店9階)
１５：00～16:00アニメーション・人形劇

31木 青少年会館 11:00～11:30 絵本

6/ 1金 東部スポーツパーク 15:00～16:00 アニメーション・人形劇

2土 常盤平児童福祉館 14:30～15:15 未定

対象3～9 歳程度　持ち物ビニール袋（靴用）　費用無料

※アニメーション= 「どろんこハリー」、人形劇=「マウイ、太陽をつかまえる」

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

問市立図書館電話365-5115

テクノ21　パソコン講座のおしらせ
Ｘ ＩＴ学 習支援 コース

(パソ コンを使用しての自主学習)

費用…無料　　定員各回20人

06/ 4月午後6時～9時
06/ 6水午後６時～9時

06/10日午前9時30分～午後０時30分

午後1時30分～4時30分

06/11（月)午後６時～9時

○6/13水午後6時～9時

06/16（士)午前9時30分～午後０時30分

午後I時30分～4時30分

06/18月午後６時～9時
06/20水午後6時～9時

06/23土午前9時30分～午後０時30分

午後１時持30分～4時30分

06/27水午後ら時～9時

パ ソ コ ン 操 作 習 得 コ ー ス

対 象…求職者

費 用…無料 （テ キスト代実費）

講座名 日　程 定員

初めてのパソ

コンコース

①6/5火・6水・7木

各20人
②6/19火・20水･21木

パソコン活用

コース ｀゙

①6/12(火)・13(水)・14（木)

②6/26火・27水・28(木)

申5月10日木（パソコン操作習得コース）、５

月１５日（火）ＯＴ学習支援コース）各午前9時か

ら 、直 接松戸 地域 職業訓 練 セン タ ー （小 金原1

の19の3電話 349-3200)へ

※受 付開始 時に定員を 超えた 場合は抽 選となり

ます。

※募集は毎月行い ます。
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市等の主催です※タイトルが色刷りのものは、

朗

読

を

き

く

か

い

５

月

９

日

水

午

前
1
0
時
～
1
1
時

3
0
分
会
場
健
康
福
祉
会
館
(
ふ

れ
あ
い
2
2
）
　
内
寮
松
戸
朗
読
奉
仕

会

会

員

に

よ

る

朗

読

「
怒

ら

ぬ

慶

之

介
」
山
本
周
五

郎
著

か
ら
「
縛
ら

れ

る
権
八
」
ほ
か
対
象
障
害
者
手
帳

を
持

っ
て

い
る

人

お

よ

び

そ

れ

に

準

ず

る
人
（
付

き
添

い
の
人
と

一
緒

の
参
加
も
可
）
　
費
用
無
料

問
健
康
福
祉
会
館
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
１
電
話
3
8
3
・
７
１
１
F
A
X
3
8
3
・

［

］
仕

事

と

家

庭

の

両

立

を

支

援

す

る

助

成

金

の

相

談

会

６
月
８
日
金
午
後
１
時
3
0
分
～

３
時
3
0分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う

ま
つ
ど

内
容
育
児

・
介

護

費
用

助
成
金
、
育
児

休
業
代
替
要

員
確

保
等
助
成
金
　

対
象
雇
用

保

険
適
用
事
業
所
　
費
用
無
料

申
電
話
で
財
二
十
一
世
紀
職
業
財

団
千
葉
事
務
所
電
話
0
4
3
・
2
2
5
・
2
2

9
5

へ

【
】
浦

安

・

松

戸

図

書

館

見

学

５
月
1
2
日
土
午
前
９
時
J
R
武
蔵

野
線
新
八
柱

駅
改

札
集
合

（
午
後

４
時
解
散
予
定
）
　
内
容
浦
安
図

書
館
を
見
学
し

、
こ

れ
か
ら
の
図

書
館

の
あ
Ｉ

方

・
有
効
活
用
に

つ

い
て
考
え
る
　
費
用
無
料
（
交
通

費

・
昼
食
代
実
費

）

問
お
ー
い
図
書
館
・
青
木
電
話
3
6
7
・

5
3
8
4

（
夜
間

の
み

）

「

」
聖

徳

大

学

生

涯

学

習

フ

ォ

ー

ラ

ム

・

関

東

地

区

生

涯

学

習

実

践

研

究

交

流

会

５
月
2
0
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時
3
0分

会
場
聖
徳
大
学

内

容
①
分
科
会
「
生
涯
学
習
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」「
市
民

が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
手
法
」
ほ
か
②
記
念
講
演
③
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
学
び
あ
う
地
域

づ

く
り

の
た
め
に
」

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
を

申
電
話
で
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研

究
所
電
話
3
6
9
・
5
6
6
5
へ

「

」
盲

導

犬

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

５
月
1
3
日
日
午
前
1
1
時
～
午
後

４
時
会
場
伊
勢
丹
松
戸
店
前
広

場
　
内
容
コ
ン
サ
ー
ト
・
盲
導
犬

体

験
歩
行
な
ど

問
盲
尋
犬
を
普
及
さ
せ
る
会
事
務

局
電
話
3
8
7
・
4
3
2
2

［
］
借

地

借

家

の

無

料

相

談

５
月
８
日
火
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

問
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

電
話
3
4
5
・
3
5
4
8

［
］
松

戸

民

演

春

の

グ

ラ

ン

ド

シ

ョ

ー

５
月
2
0
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後

７
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容
歌
（
カ
ラ
オ
ケ
）
と
舞
踊
の
競

演
　
費
用
無
料

問
松
戸
民
演
連
盟
・
成
嶋
電
話
3
4
1
・

［

］
フ

ォ

ト

サ

ー

ク

ル

ー
ア

イ

リ

ス

写

真

展

５
月
1
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日
火
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0
日
日
午
前
1
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時
～

午
後
６
時

（
初
日
は
午
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１
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か
ら
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終
日
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午
後
４

時
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で
）
　

会
場
文
化
ホ
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費
用
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料

問
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
ー
ア
イ
リ
ス

・
田
辺
電
話
3
3
0
・
4
7
6
6
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］
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松
戸
子
ど
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５
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～
午
後

２
時

会
場
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を
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］
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５
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話
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5
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松

戸

栄

暮

ら
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ナ

ー

①
介
護
＝
６
月
４
日
月
・
1
8
日

月
②
税
務
＝
６
月
５
日
火
・
1
9

日
火
③
年
金
＝
６
月
８
日
金
・

1
5
日
金
④
法
律
＝
６
月
1
2
日
火

・
2
0
日
水
・
2
6
日
火
・
2
9
日
金

⑤
貯
蓄
＝
６
月
６
日
水
・
７
日
水

・
９
日
土
・
1
4
日
木
・
2
1
日
木
・

2
3
日
土
・
2
5
日
月
・
2
7
日
水
・
2
8

日
木
※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ
を

問
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ

ー
電
話
3
6
0
・
６
６
１
２

［
］「

色

変

・

ひ

ま

わ

り

の

会

」

講

演

会

と

親

睦

交

流

会

６
月
３
日
月
午
前
1
0
時
～
午
後

３
時

会
場
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
㈱

野

旧
第
一
工
場
費
用
十
五
百
円
（
会

員

・
付
き
添

い
者
千
円

、
昼
食

代

を
含

む
）

申
５
月
2
8
日
月
ま
で
に
、
電
話
で

広
崎
電
話
０
４
７
１
・
９
８
・
6
9
4

3
へ

「

」
民

踊

大

会

５
月
2
7
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後

６
時

会

場

市
民

会

館

内

容
舞

踊
発
表
会
　
費
用
無
料

問
松
戸
民
踊
連
合
会
・
渋
谷
’
電
話
3
4
6

２
２
５
５

【

】
介

護

・

住

宅

な

ん

で

も

体

験

相

談

会

５
月
2
0
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時
会
場
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー

内
容
福
祉
住
環
境
・
在
宅
介
護
の

現
場
か
ら
の
提
案
等
　
費
用
無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
松
戸
福
祉
サ
ー
ビ
ス
振

興
会
電
話
3
3
0
・
3
4
5
0

「
」
矢

切

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

５
月
2
7
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後

１
時

〔
雨
天

の
場
合
は
６
月
３
日

日
　
会
場
北
総
線
矢
切
駅
前
広

場
　

内

容
子
ど
も
服

・
地
元
野
菜

堅

冗
な
ど
約
六

十
店

問
矢
切
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行

委
員
会
・
荒
井
電
話
3
6
2
・
7
4
0
0

［

］
市

立

博

物

館

古

文

書

を

読

む

〔
近

世

入

門

編

〕

５
月
2
6日
～
７
月
2
1日

の
隔
週

土
曜
日
午
前
1
0時
3
0分
～
正
午

会
場
市
立
博
物
館
実
習
室
　
内
容

初
心
者
を
対
象
に
松
戸
に
関

わ
る

江

戸
時
代
の
文
書
を
解
読
し

ま
す

講
師
戸
定
歴
史
館
学
芸
員
定
員

三
十
人
（
初
め
て
受
講
す
る
人
を
優

先
に
抽
選
）
　
費
用
無
料

申
５
月
1
8
日
金
〔
必
着
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
ｰ
2

2
5
2

松
戸
市
千
駄
堀
六

七

一

市

立
博
物
館
「
古

文
書
を
読
む
」
係

（
電
話
3
8
4
・
8
2
7

2
）
へ

［

］
甲

種

防

火

管

理

講

習

会

６
月
７
日
木
・
８
日
金
午
後
９

時
3
0
分
～
午
後
５
時
会
場
市
消

防
局
定
員
先
着
亘
二
十
人
費

用
四
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

申
５
月
1
0
日
水
～
1
7
日
木
の
問
に
、

直
接
市

内
各
消
防
署
ま

た
は
消
防

局

予
防

課
へ

問
消
防
局
予
防
課
査
察
調
査
係
電
話

3
6
3
・
1
1
1
4

［
］
ウ

イ

メ

ン

ズ

セ

ミ

ナ

ー

～

ジ

ェ

ン

ダ

ー

フ

リ

ー

は

あ

な

た

の

一

歩

か

ら

５
月
2
3
日
水
・
3
1
日
木
、
６
月

６
日
水
・
1
5
口
金
・
2
4
日
日
、
７

月

４
日
水

（
時
間
は
内
容
に
よ
り

異

な
り

ま
す
）
　

会
場
県
女
性
セ

ン
タ
ー

（
柏

市
）
　

内

容
男
女
共

同

参
画

社
会
の
実
現
に
向
け

、
個

性
を
大
切
に
し
た
生
き
方
と

は
何

か
を
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
点

か
ら

考
え

る
　

対
象

県
内

在
住

・
在
勤

の
人
　

定
員

各
回
八
十
人
（
抽
選
）

費
用
無
料

申
５
月
1
1
日
金
ま
で
に
、
電
話
で

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
電
話
０
４
７

１
・
4
0
・
８
６
０
２
へ

［
］
タ
ン
ゴ
と
ル
ン
バ
の
講
習

会
５
月
1
0日
～
3
1日
の
毎
週
木
曜

日
〔
全
四
回
〕
午
後
７
時
～
９
時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

Ｂ
級
女
性
講
師
に
よ
る
中
級
タ
ン

ゴ
と
ル
ン
バ
　
費
用
四
千
円

問
ル
ビ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
芹

澤
電
話
3
6
6
・
8
7
2
5

［

］
社

交

ダ

ン

ス

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

講

習

会

５
月
1
0日
～
６
月
2
8日

の
毎
週

木
曜
口

〔
全
八
回
〕
午
後
７

時
～

９
時
会
場
柿
ノ
本
台
公
園
体
育

館
　

内
容
パ
ソ
ド
ブ
レ

ー
ク
イ
ッ

ク
ス
テ
ッ

プ
の
中
級
講
習

対
象

初
級
・
中
級

の
人
　

春
用

八
千
円

問
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
い
ち
ご
・
長

峰
電
話
3
6
5
・
8
4
9
0
（
夜
間
の
み
）

［

］
愛

犬

と

一

緒

の

し

つ

け

教

室

５
月
2
7
日
日
午
前
1
0
時
～
正
午

〔
荒
天
の
場
合
は
６
月
３
日
日
〕

会
場
新
松
戸
中
央
公
園
内
容
飼

い

犬

の

基

本

的

な

し

つ

け

方

法

を

実

技

指

導

定

員

十

五

組
（
抽

選

）

費

用

無

料

※

見

学

自

由

申
５
月
一
１
１
一
日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ

キ

に

住

所

、

氏

名

、

電

話

番

号

、

犬

の

種

類

・
年

齢

・

性

別

、
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
-
8
5
8
8
松
戸
市
根
本
三

八

七

の

五
　

松

戸

市

役

所

環

境

保

全

課

内

松

戸

ペ

ッ

ト

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
（
電
話
3
6
6
・
7
3
3
6
）
へ

［

］
自

己

表

現

を

身

に

つ

け

る

話

し

方

５

月
2
6
日

～

６

月

９

日

の
毎

週

土

曜

日

〔
全

三

回

〕

午

後

１

時
3
0

分

～

４

時

会

場

市
民

劇

場

内

蕈

目
分

も

相

手

を

大

切

に
し

て

気

持

ち

を

伝

え

あ

う

、
日

常

生
活

に

生

か

せ

る
表

現

力

を
身

に

つ

け

る

善
用

二
千
円
（
テ
キ

ス
ト
代

を
含

む

）

問
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
・
堀
口

電
話
０
４
７
１
・
8
4
・
０
２
４
５

［

］
市

政

協

力

委

員

委

嘱

式

に

伴

う

講

演

会

５
月
1
7
日
木
午
後
３
時
1
5
分
～

４

時
4
5分

会
場
市
民
会
館

内

容
地
方
分

権
時
代

の
地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

と
し

て
の
町
会

・
自
治
会

の
あ
り
方
と
行
政
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
役
割
　
講
師
福
留
強
氏
　
善
用

無
料

問
地
域
振
興
課
電
話
3
6
6
・
7
3
1
8

［

］
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

「

シ

ュ

ガ

ー

ク

ラ

フ

ト

」

５
月
2
4
日
木
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
Ｏ

時
3
0分

会

場
松
戸
ま
ち

づ
く
り
父
流
室
テ
ン
ト
小
屋
（
東

葛
飾
合
同
庁
舎
前
）
　
定
員
先
着

十
五
人
　
費
用
二
千
五
百
円
（
材

料

・
ケ
ー
ス
代

を
含
む
）

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
テ
ン

ト
小
屋
電
話
3
6
7
・
8
8
8
9
F
A
X
3
6
7
・

8
8
2
7

へ

［

］
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

挿

絵

と

私

と

小

松

崎

茂

」

５
月
2
0
口
日
午
後
２
時
～
３
時

3
0分

会

場
サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー

ム
三

階

（
新

京

成

八

柱

駅

徒

歩

二

分

）

講

師

昭

和

ロ

マ

ン
館

館

長

・
根

本

圭

介
氏
　

費

用

無

料

問
金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）
電
話
。

3
8
6
・
0
2
2
1

［

］
人

間

関

係

を

つ

く

る

話

し

方

講

座

５
月
1
1
日
～
６
月
2
9
日
の
毎
週

金
曜
日

〔
全
八
回
〕
午
後
６
時
3
0

分
～

９
時

会
場
市
民
劇
場

（
初

日

の
み
勤
労
会
館
）
　

内

容
実
習

で
学
ぶ
話
し
方
　

費
用
八
千
円

’

問
Ｈ
Ｒ
松
戸
話
し
方
研
究
会
・
石

田
電
話
3
6
7
・
0
1
5
2

［
］
高

尾

山

炭

焼

体

験

教

室

５
月
1
9日

出

午
前
９
時
～
午
後

３
時
会
場
高
尾
山
費
用
千
円

（
小

中
学
生
五
百

円
、
交

通
費

実

費
）

問
山
遊
塾
・
永
田
電
話
0
9
0
・
８
８
０

３
・
8
3
4
6
（
F
A
X
4
3
・
6
1
3
9
）

［
］
松

戸

く

ら

し

の

助

つ

人

五

周

年

記

念

講

演

５
月
2
6
日
土
午
後
２
時
3
0
分
～

４
時

会
場

市
民
劇
場

内
容
再

び
の
生
き
が
い
　
講
師
堀
田
力
氏

費

塵

二
百
円

問
松
戸
く
ら
し
の
助
っ
人
事
務
所

電
話
3
4
0
.
３
３
２
０

［
］
家

庭

教

育

勉

強

会

５
月
2
2
日
火
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
市
民
会
館
　
テ
ー
マ
上
手
な
兄

弟
の
育
て
方
費
用
無
料
問

松
戸
家
庭
教
育
研
究
会

・
加

藤

電
話
3
6
7
・
１
１
９
Ｊ
７

［
］
は

る

か

ぜ
コ

ン

サ

ー
ト

「
子

ど

も

た

ち

と

赤

ペ

ン

」

団

員

募

集公
演
日
７
月
７
日
土
公
演
会

場
市
民
会
館
　
練
習
日
５
月
1
3
日

日
か
ら
〔
全
七
回
〕
午
前
1
0
時
～

正

午

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

ほ
か
　

内
容

安
藤
由
布
樹
氏
指
導

に
よ
る
全
国

の
子

ど
も

た
ち

の
詞

か
ら
生
ま
れ
た
組
曲

の
合
唱
　

費

用
一
回
三
百

円

問
東
葛
合
唱
団
　

は
る
か

ぜ
・
桑
　
　
　
　

原

音
3
8
7
・
３
５
　

１
７
　
　

「
」
環

境

に

関

す

る

作

品

募

集

テ
ー
マ
①
環

境
新
聞

（
学
校

の

ク
ラ
ス
や
団
体

や
企
業
等

の
グ
ル

ー

プ
単
位
に
よ

る
。
Ａ
３
大

～
新

聞
一
面
大
ま
で
）
②
エ
コ
自
慢
（
個

人
で
の
取
組
み
）

②
環

境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験

（
作
文
）

※
６
月
2
3
日
土
の
Ｂ
ｅ
ｃ
ａ
ｎ
フ

ォ
ー
ラ
ム
席
上

で
コ

ン
テ
ス
ト

お
よ

び
表
彰

申
５
月
3
1
日
本
ま
で
に
、
郵
送
で

〒
2
7
0
-
2
2
4
1
松
戸
市
松
戸
新

田
一
二
九
の
一
　
メ
イ
ク
松
戸
ビ

ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
事
務
局
（
電
話
3
6
1
・

５
３
０
４
　
へ



広報ま つ ど2001 年(平成13年)5月5日

［
］
レ

デ

ィ

ー

ス

健

康

体

操

教

室
６
月
７
日
～

７
月

５
日

の
毎
週

木
曜
日
午
前
９

時
3
0分
～
1
1時

会
場
運
動
公
園
体
育
館
小
体
育
室

対
象
成
人
女
性
定
員
先
着
四
十

人
　
費
用
一
回
二
百
十
円
（
施
設

使
用
料
）

申
５
月
７
日
月
か
ら
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
課
電
話
3
6
3
・
9

2
4
1

へ

【
】
リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

春

の

体

験

教

室

５
月
1
8
日
金
・
2
4
日
木
・
2
5
日

金
・
3
1
日
木
〔
全
四
回
〕
午
前
1
1

時
～
午
後
１

時
（
木

曜
日

＝
六
十

分
、
金
曜
日

＝
九
十

分
）
　

会
場

常
盤
平

体
育
館
小

体
育
室
　

内
容

全
身

ス
ト

レ
ッ
チ

で
元

気
な
体
づ

く
り

対
象

成
人

定
員
先
着
二

十
人
　
費
用
無
料

申
電
話
で
塚
田
電
話
3
4
8
・
5
3
2
6

（
午
後
５

時
以

降
）
へ

鎌

ケ

谷

市

［
］
「

さ

わ

や

か

プ

ラ

ザ

軽

井

沢

」

が

オ

ー

プ

ン

午
前
1
0
時
～
午
後
1
1
時
　
所
在

鎌
ヶ
谷
市
軽
井
沢
ニ

ー
○
六

の
六

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
を

問
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
電
話
0
4
7

4
4
2
・
6
1
5
0

流

山

市

［
］
観

光

写

真

コ

ン

グ

ー

ル

の

作

品

を

募

集

テ

ー
マ
「
わ

が
ま

ち

流

山

」
、「
姉

妹

都

市

（
相

馬

市

・

信

濃
町

）

を

［
］
家

庭

婦

人

テ

ニ

ス

協

会

ク

ラ

ス

別

ダ

ブ

ル

ス

大

会

６
月
1
1
日
月
・
1
8
日
月
（
予
備

日
６
月
2
5
日
月
）
午
前
９
時
か
ら

会
場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
対
象

市

内
在
住

・
在

ク
ラ
ブ
・
家

庭
婦

人

テ
ニ
ス
協
会
加
盟

の
ク
ラ
ブ
員

曹
用

一
人
千

五
百
円

（
加
盟

ク
ラ

ブ
員
一
人
千
円
）

申
５
月
2
3
日
水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
在
籍

ク
ラ

ブ
名

・
希
望

ク
ラ

ス

（
ｓ

Ａ

・
Ａ

・
Ｂ

・
ｃ

）

を
記

入
し
て
、

〒
2
7
0
－
0
0
2
1

松
戸

市

小
金
原
二

の
二
〇

の
二
四
　

飯

島
徳
子
（
電
話
3
4
4
・
3
2
3
2
）
へ

［
］
軽

ス

ポ

ー

ツ

教

室

５
月
2
0
日
日
午
前
９
時
～
正
午

〔
小
雨
決
行
〕
　
会

場
幸
谷
小

学
校

内

容
ソ
フ
ト

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、

グ

［
］
カ

ヌ

ー

教

室

６
月
３
日
～
2
4日

の
毎
週
日
曜

日
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
３
時
3
0

分
の
都
合
の
よ

い
一
日
　

会
場
江

戸
川

（
三
郷
有
料
橋
下
）
　

対
象

健
康
で
多
少
泳
げ

る
小

学
四
年

生

以
上
の
人
費
用
五
千
円
（
小
中

学
生
千
円
）

※
５
月
2
7
日
日
小
中
学
生
を
対
象

に
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す

。

申
５
月
2
0
日
日
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
電
話
番
号

・
希

望
日
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
0
0

2
1

松
戸
市
小
金
原
三

の
一

八
の

二
二

の
三

〇
三
　

松
戸
市

カ
ヌ
ー

協
会
・
岡
田
威
夫
（
電
話
3
4
2
・
9
4

3
9

）
　へ

［
］
春

の

市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

６
月
1
7
H
日
午
前
５
時
3
0
分
伊

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
フ
ァ
ミ
リ
　
勢
丹
松
戸
店
集
合
　
会
場
前
日

ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
春
用
百
円
（
保
　
光
高
原
石
裂
山
　
対
象
中
学
生
以

険
料
）

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員
・
泉
電
話
3
4
3
・
９

訪
ね
て
」
　
募
集
写
真
一
年
以
内

に
撮
影
し
た
も

の
で
自

作
品

・
未

発
表
の
も
の

※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ

を

問
流
山
市
役
所
商
工
課
内
・
事
務

局
電
話
０
４
７
１
・
5
0
・
6
0
8
5

野

田

市

［

］
天

童

よ

し

み

コ

ン

サ

ー
ト

７
月
2
7日
圏

午
後
２
時
と
６
時

開
演

会
場
野
田
市
文

化
会

館

入

場
料
Ｓ
席
七
千
円
ほ

か

問
野
田
市
文
化
会
館
電
話
０
４
７
１

・
2
4・
1
5
5
5

沼

南

町

［
］
海

上

自

衛

隊

「

下

総

ス

カ

イ

フ

ェ

ス

タ

」

５
月
2
6
日
土
・
2
7
日
日
午
前
９

時
～

午
後
３
時

会
場

海
上
自
衛

隊
下

総
航
空
基
地

内

容
観
閲
式

・
航

空
シ
ョ
ー

ニ
俣
擬
店
な

ど

上
の
人
店
員
先
着
三
十
人
費

用
一
万
円

（
交
通
費

・
保
険
代
）

問
松
戸
市
山
岳
協
会
・
高
橋
電
話
3
8
7

・
1
7

００
4

問
海
上
自
衛
隊
下
総
教
育
航
空
群

広
報
室
電
話
０
４
７
１
・
9
1
・
２
３

我

孫

子

市

【

】
エ

ン

ジ

ョ

イ

手

賀

沼

５
月
1
3
日
日
午
前
９
時
～
午
後

３

時

会
場

手

賀

沼

親

水

広
場

内
容
千
賀
沼
探
鳥
会
、
昔
の
遊
び

な
ど
　
費
用
無
料
（
手
賀
沼
探
鳥

会

は

百

円

）

問
実
行
委
員
会
事
務
局
・
植
田
電
話

０
４
７
１
・
8
8
・
９
４
２
８

柏

市

［

］
モ

ラ

ゲ

ス

木

管

五

重

奏

団

６

月
1
3
日

水

午

後

６

時
3
0
分

開

演
会
場
ア
ミ
ユ
ゼ
柏
ク
リ
ス
タ

ル

ホ

ー

ル

問
柏
市
教
育
官
貝
会
文
化
課
チ
ヶ

ツ
ト
ガ
イ
ド
’
電
話
０
４
７
１
・
6
7
・

【
】
初

心

者

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

大

会

５
月
2
0
日
日
（
予
備
日
５
月
2
7
口

日
　
午
前
８
時
3
0
分
受
け
付
け
、
午

前
９
時
～

午
後
１
時

会
場
貝
ノ

花
小
学
校
校
庭
内
容
個
人
戦
（
十

ニ

ホ
ー
ル
・
ニ
ラ
ウ
ン
ド
）
　
対
象

①
小

金
原
地
区
住
民
（
福
寿
台
・
根

木

内
等
を
含
む
）
②
初
心
者
（
公
式

大
会
未

経
験
者
）
　

費

田

二
百
円

（
保
険
料
を
含

む
）

申
５
月
1
2
日
土
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

生
年
月

日

・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
0
-
0
0
2
1
松
戸
市
小

金
原
三

の
一
八
の
一
一
の
四
〇
六

体
育
指
導
奮
貝
・
木
村
一
雄
（
電
話

3
4
2
・
６
２
２
３
、
夜
間
の
み
）
へ

※
当

日
申
し
込
み
可

［

］
ゴ

ル

フ

フ

ェ

ス

タ

Ｃ

Ｈ
－

Ｂ

Ａ

二

〇

〇

一

８
月
１
日
水
～
９
月
1
0
日
月

会

場

県
内

百

四

十

五

ヵ

所

の

ゴ
ル

フ
場
　

内

容

プ

ロ
に

よ

る

ワ
ン

ポ

イ

ン

ト

レ

ッ

ス

ン

な

ど
　

対

象
県

内

在

住

・
在

勤

の
人

と

そ

の
同

伴

者
　
費
用
フ
ェ
ス
タ
特
別
料
金

申
所
定
の
申
込
書
で
、
四
人
一
組

ま

た
は

三
人

一
組

で
申
し

込
み
（
申

し
込

み
多

数

の
場

合

は

抽

選

）
　
　
　
　

問
千
葉
県
ゴ
ル
　

フ
協
会
電
話
0
4
3
・
　

2
0
1
・
1
2
4
0
　
　
　

［
］
市

民

七

人

制

ラ

グ

ビ

ー

大

会
６
月
9
4
日
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時

会
場
陸
上
自
衛
隊
松
戸
駐

屯
地
ラ

グ
ビ
ー
場

対
象

市
内
在

住
・
在
勤
の
チ
ー
ム
　
定
員
先
着

十
六
チ
ー
ム
　
費
用
一
チ
ー
ム
ー

万
円

申
電
話
で
松
戸
市
ラ
グ
ビ
ー
協
会

・
阿
部
電
話
3
8
8
・
5
0
3
9
へ
（
夜
間

の
み
）

※
連
絡
受
け
付
け
後
に
申
込
資
料

を
送
付
し
ま
す

。

【
】
シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

５
月
2
6
日

、
６
月

９

日

・
2
3
日

、

７
月
1
4
日
・
2
8
日
、
８
月
４
日
の

各
土
曜
日
〔
全
六
回
）
①
午
前
９

時

～
1
0
時
1
5
分

②

午
前
1
0
時
1
5
分

～
１
１
時
3
0
分
③
午
後
１
時
～
２
時

1
5分

④

干
後

２

時
3
0
分

～

３

時
4
5

分
会
場
①
②
栗
ケ
沢
小
学
校
③

④
和
名
ケ
谷
小
学
校
　
対
象
年
長

～

小

学

六
年

生
　

定

員

各

先

着

四

十

人

費

塵

二
壬

五
百

円

（
保

険

料

を
含

む
）

申
５
月
1
5
日
火
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
（
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
フ

リ

ガ

ナ
）
　
・
電

話
番

号

・
学

年

・

希
望
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-

0
0
2
1

松

戸
市

小

金

原

二

の

二

〇

の
二

四
　

千

葉

県

ジ

ュ

ニ

ア
委

員
会
・
飯
島
徳
子
（
電
話
3
4
4
・
3
2

3
2

）
　へ

［
］
ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

初

心

者

教

’

室
６
月
１
日
金
～
３
日
日
の
三
日

間
午
前
９
時
～
1
1
時
3
0
分
と
午
後

Ｏ
時
3
0分
～

３
時
（
以
卜
の
六
単

位
の
中
か
ら
各
自
の
体
力
に
応
じ

て
最
低

一
単
位
以
上
を
自
由
選
択
）

会
場
中
央
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
常

盤
平
西
窪
町
）
　
対
象
初
心
者
、
ル

ー
ル
と
技
術

の
基
本
を
体
得
し
た

い
人

持
ち
物
運
動
靴

・
運
動
着

春
兩

無
料

※
用
具
は
当
方
で
用
意

申
当
日
会
場
で

問
松
戸
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
・

飯
島
電
話
3
9
2
・
5
4
8
5

［

］
フ

ァ

ミ

リ

ー

ス

ポ

ー

ツ

教

室
５
月
2
0
日
日
午
五
回
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
西
小

学
校

体
育
館

内
容
フ

ァ
ミ
リ

ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
費
用

百
円

（
保

険
料

）

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
道
萎

員
・
楠
井
電
話
3
4
3

２
６
３
５

【

】
グ

ラ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室

５
月
2
0
日
日
午
前
９
時
～
正
午

翕
賈
橋
北
小
学
校
校
庭
　
費
用

百
円

（
保
険
料
）

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
員
・
松
本
電
話
3
4
1
・
８

［

］
東

松

戸

病

院

健

康

塾

５
月
1
8
日
金
午
後
３
時
～
４
時

3
0
分
会
場
東
松
戸
病
院
大
会
議

室
　

テ
ー
マ
「
あ
な
た
の
脳
、
健

康
で
す
か
」
　
講
師
東
松
戸
病
院

神

経
内
科

部
長
・
山
本
剛
司
氏

定

員
先
着
七
十
人
　

費
用
無
料

申
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
健
福
祉

医
療
室
電
話
3
9
1
・
5
5
0
0
へ

［

］
愛

の

献

血

①

松
戸
市
献
血
推
進
協
議
会

５
月

６
日

収
午
前
1
0時
～
1
1
1
1

時

4
5分

と
午
後
１
時
～
４
時

会
場

西
友

常
盤
平

店
前

②

松
久
総
合
開
発

㈱

５
月
1
0
日
木
午
前
1
0
時
～
午
後

Ｏ
時
3
0
分
会
場
松
戸
市
地
方
卸

売
市
場

南
部
市

場
内

問
保
健
福
祉
課
検
診
係
電
話
3
6
6
・
７

【

】
精

神

保

健

福

祉

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

講

座

６
月
８
口
金
・
９
９
一
日
金
・
2
9
日

金
の
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
3
0
分

〔
全
三
回
〕
と
６
月
い
1
1
日
（
月
）
～
2
1
日

木
の
間
に
施
設
実
習
一
回
会
場

東

葛

飾

合

同

庁

舎
　

対

象

精

神

障

害

者

が

生

活

し

や

す

い

地

域

づ

く

り
を
を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

め
ざ
す
人
定
員
二
十
人
（
抽
選
）

費
用
無
料

申
５
月
2
5
日
金
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
職

業

・

電

話

番

号

・

希

望

日

を

記

入

し
て
、
〒
2
7
1
-
8
5
6
2
松
戸
市

小

根

本

七
　

松

戸

保

健

所

精

神

保

健
福
祉
課
（
電
話
3
6
1
・
2
1
2
1
）
へ

［
］
予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

市
で

は
、
生
後
二
ヵ
月
を
過

ぎ
た
人

に
予
防
接
種
の
通
知
を
し

て
い

ま
す

。
平

成
1
3年
２
月
生
ま

れ
の
人
に
は
す
で
に
通
知
済
み
で
、
３
月

生
ま
れ

の
人
に
は
５
月
下
旬

に
通

知
し

ま
す
。
生
後
三
ヵ
月
を
過

ぎ
て

も
予
診
票

が
届

か
な
い
人
ま

た
は
転
入
者

・
紛
失
等
で
予
診
票

の
な
い

人

は
、
直
接
中
央
保

健
福
祉

セ
ン
タ
ー

・
各
支
所
の
市
民
健
康
相
談
室

で
申
し
込
む
か
ハ
ガ
キ
記
入
要
領
を
参
照
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
予
防
接
種

は
生
後
三
ヵ
月

に
な
ら
な

い
と
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係
電
話
3
6
6
・
7
4
8
4

Ｏ平成13年4月１日以降に住民登録をした2月生まれ

の人、または予診票を持っていない下記の人は申し

込みとなります。

ツベルクリン反応・BCG3 ヵ月以上4歳未満で接種

をしていない人

ポリオ3ヵ月以上７歳6ヵ月未満で2回飲んでいない人

DPT3 ヵ月以上｢7歳6ヵ月未満で4回接種をしていな

い人

麻しん1歳以上7歳6ヵ月未満で接種をしていない人

風しん1歳以上7歳6ヵ月末満で接種をしていない人

日本脳炎3歳以上7歳6ヵ月末満で3回接種をしていな

い人

「
」
日

本

心

臓

ペ

ー

ス

メ

ー

カ

ー

友

の

会

地

区

会

５
月
2
6
日

出

午
前
1
0
時

～

正

午

会

場
常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

ペ

ー

ス

メ

ー

カ

ー

に
関

す

る

情

報

交

換

会

・
相

談
会
　

春
用

無

料

申
直
接
会
場
で

問
日
本
心
臓
べ
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
友

の
会

千

葉

県

支

部
松

戸
地

区

会

・

青
木
電
話
3
8
7
・
5
8
8
1

【
】
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

５
月
1
9日
田
午
前
1
0時
～
午
後

４
時

会
場
ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康

福
祉
会
館
）
　

内
容
松
戸
市
精
神

障
害
者
家
族
会
土
曜
会
会
員
に
よ

る
相
談
（
秘
密
厳
守
）
　
対
象

「
こ

こ
ろ
の
病
」
の
人
を
抱
え

る
家
族

費
用
無
料

※
同
日

・
同
時
間
に
電
話
で

の
相

談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

（
こ

こ
ろ
の
家
族
相
談
室
直
通
電
話
3
8
3

・
５
５
５
１

問
土
曜
会
共
同
作
業
所
ビ
オ
ラ
エ

房
・
武
井
電
話
3
6
6
・
5
6
6
4
（
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

(うら)

予防接種申込み

・今まで受けたすべての

予防接種と受けた日付

け

・郵便番号と住所

・保護者氏名

・子どもの氏名

・子どもの生年月日

・電話番号

(おもて)

〒271-0072
松
戸
市
竹
ヶ
花
七
四
の
三

松
戸
市
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内

保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係

行

50

「
」
喘

息

教

室

５
月
2
3日
水
午
後
２
時
～
３
時

3
0
分
会
場
国
立
精
神
神
経
セ
ン

タ
ー
国
府
台
病
院
（
市

川
市

）
　
内

容
ぜ
ん
そ
く
の
成
り
立
ち
と
発
作

へ
の
適
切
な
対
処
　
費
用
無
料

問
国
立
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
国
府

台
病
院
電
話
0
4
7
・
3
7
2
・
3
5
0
1

フ リ ー マ ー ケ ッ ト 出 店 者 募 集

6月3日(日午前10時～午後４時会場柏の葉公園　区画

６０コマ

申往復ハガギに住所・氏名・参加人数・電話番号・販売

品目 ・返信用 のあて先 を記入し て 、〒271 ―8560 松戸市

小根本７　千葉県東葛飾地域県民センター｢フリーマー

ケット｣係(電話365ｰ3008）へ　　　　　‘
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外
国
人
ト
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
（
外
国
人

市
民
懇
話
会
）
の
委
員
を
募
集

本
市
に
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
の
　

成
1
4年
３
月
3
1日
ま
で

数
は
約
七
千
人
（
七
十
四
力
国
）
で
、
本
　

募
集
人
員
…
二
十
人
以
内

市
人
口
の
約
一
・
五
％
に
相
当
し
ま
す
。
　
応
募
資
格
…
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し

外
国
人
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
国
際
化
　
て
い
る
人

お
よ
び
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
外
国
人
ト
ー
ク
フ
ェ
ス
ト

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
…
年
二
回
の
懇
話
会
の
ほ
か
、
二
回

以
上
の
学
習
会
に
出
席
し
て
、
松
戸
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
を
述

べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
開
催
日
は
す
べ
て

口

曜
日

を
予

定

し

て

い
ま

す

。

第

一
回
目

の

ト

ー

ク
フ

ェ
ス

ト
は
７
月

１

日

日
の
午
後
に
開

催

を
予

定
し

て

い
ま
す

。

委

嘱
期

間
・：
７

月

１
日

か

ら
平

タイサンボク

問みどりと花の課電話366―7378

一

外
国

籍
で
在

留
資

格
を

持

っ
て

い
る
人

一

十

八
歳
以
上

の
太

一

市

内
に
一
年

以
上

住

み
、
今

後

も
一
年

以
上
住
む
予
定
の
人

一
日
本
語
が
わ
か
る
人
（
会
議
は
日
本
語

で
行

い
ま
す
）

選
任
方
法
…
国

籍

や
性

別
等

の
バ

ラ
ン

ス

も
考

慮
し

な
が
ら

選
考

（
結

果
に

つ

い
て

は
６
月
1
8
日
月
ま
で
に
郵
送
）
。

申
５
月
3
1
日
木
ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用

紙
に

必
要
事
項

を
記

入

し
、

直
接

ま
た

は

郵
送
で
、
〒
2
7
1
－
8
5
8
8
松
戸
市
根
本

三

八

七
の
五
　

松

戸
市

役
所

市
民

環
境
本

部
企
画

管
理

室
文

化
国

際
担

当

（
新
館

五

階
、
電
話
3
6
6
・
7
3
1
0
）
　
へ

※
応
募
用
紙
は
、
文
化
国
際
担
当
の
ほ
か
、

市

民
課

・
各
支

所

・
市

民
相

談

課
で
配

布
し

て

い
ま
す

。

千
葉
県
東
葛
地
域
沿

道
環
境
改
善
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定

国

土

父
通

省

な

ら

び

に

千

葉

県

、

関

係

市

町

等

の

関

係

機

関

は

、

東

葛

地

域

に

お

け

る

沿

道

環

境

の

改

善

を

図

る

た

め

、
「
千

葉

県

東

葛

地

域

沿

道

環

境

改

善

プ

ロ

グ

ラ

ム

策

定

・

推

進

協

議

会

」

を

設

立

し

、

当

該

地

域

を

対

象

と

し

た

総

合

的

な

沿

道

環

境

対

策

を

と

り

ま

と

め

た

、

沿

道

環

境

改

善

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

策

定

し

ま

し

た

。

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

内

容

に

つ

い

て

は

都

市

計

画

課

で

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

配

布

し

て

い

る

ほ

か

、

国

土

交

通

省

千

葉

国

道

工

事

事
務

所

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

も

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す

。

問
都
市
計
画
課
電
話
3
6
6
・
７
３
７
２
、

国

土

交

通

省

千

葉

国

道

工

事

事

務

所
電
話

0
4
3・
2
8
7・
0
3
1
4

U
R
L
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
t
r
.

m
l
i
t
.

g
o
.
j
p
/
c
h
i
b
a
/

シリーズ第6回の紹介は古ヶ崎4丁

目鈴木さん宅の｢タイサンボク｣です。

タイサンボクは北米中南部原産で、

日本に天ってきたのは比較的新しく 、

18ﾜO 年ころといわれています。

高さは、1O～20mになる常緑の高

木で、葉は大き＜長さ12 ～25cm の

細長い楕円形で光沢があります。花

も負けずに大きくて、5～6 月ころ直

径12～15ｃｍのよい香りのする白い

花が咲きます。

用途としては 、庭木や公園樹とし

て植えられています。

鈴木さん宅のタイサンボクは 、高

さ１５ｍ、幹回り1.85m と大きく、花

が咲＜と遠く からでもわかるので通

りがかっか人から木の名前を聞かれ

るそうです。

タイサンボクは 、サクラのように

一度に花が開かないので、長＜花を

楽しめます。

千 葉 大 学 公 開 講 座 ～ ガ ー デ ニ ン グ

市民を対象に、ガーデニングの理　 ●おいしい果物作り（庭先での落葉果樹を中

論と実際をやさしく解説します。緑　心とした果物作り）
に1囲まれたキャンパスが会場です・　時間…午後1時～4時

会場‥･千葉大学園芸学部（松戸駅東口下車徙
歩15 分)

対象…市内在住で、全回参加できる初心者

定員…40 人( 抽選)

費用…9,800 円

申５月15日(火)〔必着〕までに、往復ハガ牛に

住所 ・氏名 一年齢・性別 ・電話番号・返信用

あて名を記入して､〒271-8510松戸市松戸

648　千葉大学園芸学部教務係(電話308―8712)

へ

※都合により内容を変更することがあります。

期日 内　容

5/26土 果樹の受粉

6/'2土 種なし果実の作り方

16土 果樹の新梢管理

23土 摘粒と摘果

7/ 7土 果樹の病害虫とその防除

28土 果実の袋掛け

9/ 1土 果実の収穫と品質

10/20(士) 果物の価格と流通

11/10土 果実の追熟

12/ 1土 果樹のせん定

（

仮

称

）

生

涯

学

習

大

学

上

級

コ

ー

ス

を

開

設

生
涯

学
習
大

学
受

講
修
了

者
で
、
さ
ら
に
自
主
的

に
学
習
を

進
め

た
い
人
を

対
象
に
、
９
月

か
ら
上
級
コ

ー
ス
を

開
設

し
ま

す

。
自
然
環
境

・
福
祉

・
異
世
代
問
交
流

の
三

グ
ル
ー
プ
に
班

別
し
、
そ
れ

ぞ
れ
で
調
査
研

究
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

８
月
の
「
広
報
ま
つ
ど
」
で
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼

生

涯

学

習

大

学

の

名

称

を

募

集

昭

和
6
0年

度

か

ら
「
生
涯

学
習

大

学
」
の
名

称
で

親

し

ま

れ
て

き

ま
し

た

が

、
９

月

か

ら
新
し

く

ス
タ

ー
ト

す

る
上

級

コ

ー

ス
の

増
設

に
伴

い
新
名

称

を

募
集

し

ま
す
（
現

名

称

の

継
続

意
見

を
含

め
て
左

記

①
②

の
名

称
を
公

募
）
。

①
生
涯

学
習
大
学

②
（
仮
称
）
生
涯
学
習
大
学
上

級
コ

ー
ス

応
纂
質
格
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
選
考
①
②
そ
れ
ぞ

れ
三
作
品

を
入

選
と
し
ま
す

（
入
選
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
）
。

※
７
月

の
「
広
報
ま
っ
ど
」

で
入
選
作
品
を
発
表
し
ま
す

。

申
５
月
1
7
日
木
〔
消
印
有
効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
①
②
ぞ

れ
ぞ
れ
の
名
称
と
そ
の
説
明
・
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
性
別

・

電
話
番

号
を
記
入
し

て
、

〒
2
7
1
－
0
0
9
4

松
戸
市
上
矢

切
二

九
九
の
Ｉ
　
松
戸
市
総
合
福
祉
会
館
内
公
民
館
「
生
涯
学
習

大
学
名
称
応
募
」
係
（
電
話
3
6
8
・
1
2
1
4
）
へ

●既存宅地の確認申請

広報まつど4月25日号でお知らせした｢ 既存宅地の確認申請｣ の受け付けは、

平成13年5月17日(木までです。ご注意ください。

問住宅課宅地係電話366-7366

平成13年度生涯学習大学日程表
時間午前10 時～正午（9時30 分開場）　会場市民劇場ホール

※9月６日、1月10日は午後2時～4時（午後1時30 分開場）

日 ゛程
内容 講師

5/31木 開校式・開設説明・ストレッチで身体ほぐし 市健康増進センター職員

6/ 7木 生涯学習大学で学ぶこと
川村学園女子大学教授・加藤雅晴

氏

21木 よい人同関係をつくる 話し方
日本ヒ ュ一マンリレーション研究

会名誉会長・金光達太郎氏

7/ 5木
ボランティアのすすめ～近＜にあるこんな

活動

千葉県 立八千代高等学校校長・渥

美省一氏

1謝 ｜丁でくらしはどう 変わる 千葉工業大学教授・三井田惇郎氏

9/ 6木 豊かに生きるために～ 心と体の健康増進
三育学院短期大学教授・高橋公毅

氏

20木
昭和の松戸を記録する～身近な地域の歴史

から
郷土研究家・渡邉幸三郎氏

10/ 4木 都市に生きる 野鳥の生態 都市島研究会代表・唐沢孝一氏

1　18木 科学物質環境リスクについて
独立法人科学物質環境リスク研究

センタ一所長・中杉修身氏

11/ 1木 児童虐待～相談活動の現場から
子ども虐待防止センター相談員・

広岡智子氏

15木 男女共同参画社会について 千葉大学教授・佐藤和夫氏

2木
高齢者の権利を守る～成年後見制度と権利

擁護
筑波大学教授・新井誠氏

12/13木 経済の現状と私たちのくらし ㈹証券広報センター

1/10(木 日本の伝統芸～祭り囃子・日本の話芸
葛西囃子保存会 、落語家・むかし

家今松師匠

17木 外国人 から見た日本 松戸市国際交流協会会員

31木 高齢者福祉の現状（仮題）
聖徳大学短期大学部教授・佐々木

美奈子氏

2/14木 １年間のまとめ（仮題） 聖徳大学教授・松下倶子氏

28木 閉校式

生涯学習大学
受驕奢を募集

急激に変化する社会の中で、私たちは日々

いろいろな問題に出合っています。生涯学習

大学は、高齢者の皆さんがさまざまな学習を

深めることで、社会の一員であることを認識

するとともに、地域の担い手として活躍いた

だけるよう応援します。

問公民館電話368-1214

会場…市民劇場

内容…右表のとおり〔全18 回〕

対象…市内在住・在勤の60 歳以上の人

定員…300 人（抽選）

費用･･･100 円（名札代。名札をお持ちの人は

無料）

申5月１１日金までに､往復ハガ半に住所・氏

名（ふりがな）・年齢・性別・電話番号・返

信用あて名を記入して、〒271 -0094松戸市

上矢切299 の1　 松戸市総合福祉会館内公民

館生涯学習大学係へ

※応募者多数の場合は初めての人を優先した

上で抽選となりますので、ご希望に沿えな

いこともあります。あらかじめご了承＜だ

さい。

※返信ハガキのあて名も忘れずにご記入＜だ

さい。

※往復ハガキに１人（本人）のみ記載。夫婦で

あっでも連名での応募は受け付けません。
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